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徳
山
敬
猛
『
曲
辰
業
子
孫
養
育
草
』
（
文
政
九
年
）

ま
え
が
き

神

立

春

（
↓樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
九
七
）

　
こ
こ
に
翻
刻
し
、
宮
崎
安
貞
著
『
農
業
全
書
』
（
元
緑
十
年
刊
行
）
と
対
比
照
合
を
行
な
う
と
こ
ろ
の
徳
山
敬
猛
著
『
農
業
子

　
　
　
　
　
（
一
八
二
六
｝

孫
養
育
草
』
（
文
政
九
年
半
は
、
す
で
に
世
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
一
農
書
で
あ
る
。
国
初
よ
り
慶
慮
三
年
ま
で
の
間
の
日
本
人
に

よ
る
著
編
笠
訳
の
全
書
籍
を
渡
す
『
国
書
総
目
録
』
に
は
、
「
農
業
子
孫
養
育
草
　
の
う
ぎ
ょ
う
し
そ
ん
や
し
な
い
ぐ
さ
　
書
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

山
敬
猛
、
㊥
文
政
九
年
、
⑱
近
世
地
方
経
済
史
料
四
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
小
野
武
夫
編
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』

の
第
四
巻
に
翻
刻
さ
れ
、
活
字
本
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
書
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
は
、
「
文
政
九
年
丙
戌
六
月
、
美
作
の
人
、
徳
山
敬
猛
の
著
す
所
に
し
て
、
農
事
の
沿
革
概
要
よ

り
、
麦
の
陽
、
稲
の
陰
草
な
る
を
説
き
、
夫
よ
り
寄
歌
、
節
気
、
分
限
、
男
女
子
の
使
用
法
、
種
籾
の
撰
択
、
耕
作
方
等
を
記
し

た
る
有
用
の
書
な
り
。
…
原
本
は
岡
山
県
よ
り
農
商
務
省
に
進
達
す
る
所
に
し
て
、
美
作
国
大
庭
郡
徳
山
村
徳
山
馬
太
郎
の
蔵
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
）

借
写
せ
し
も
の
に
係
る
。
」
と
い
う
解
題
が
な
さ
れ
て
い
て
、
「
有
用
な
農
書
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
の
農
書

へ
の
関
心
の
た
か
ま
り
の
な
か
で
刊
行
さ
れ
た
農
書
読
書
手
引
と
も
い
う
べ
き
古
島
敏
雄
編
著
『
農
書
の
時
代
』
に
お
い
て
は
、

そ
の
地
域
別
主
要
農
書
’
覧
に
本
書
が
あ
げ
ら
れ
、
「
農
事
の
沿
革
、
麦
の
巴
草
、
稲
の
陰
草
、
種
芸
、
分
限
、
農
具
の
選
択
、
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（
3
）

飼
牛
、
種
籾
の
選
択
な
ど
の
項
目
か
ら
な
る
。
『
農
業
全
書
』
『
農
稼
業
事
』
に
類
似
し
た
点
も
少
な
く
な
い
。
」
と
の
解
説
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
一
覧
に
は
選
択
基
準
が
あ
っ
て
、
そ
の
ひ
と
つ
に
「
他
の
農
書
か
ら
の
引
用
の
多
い
も
の
や
偽
版
も
ど
き
，

の
書
は
省
い
た
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
こ
の
『
農
業
子
孫
養
育
草
』
は
『
農
業
全
書
』
等
の
類
似
は
あ
っ
て
も
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
農
書
と
し
て
の
評
価
を
う
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
農
業
子
孫
養
育
草
』
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
農
書
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
故
に
最
近
の

わ
が
国
近
篤
農
書
類
の
集
成
刊
行
の
企
画
に
お
い
て
本
書
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
筆
者
が
そ
の
翻
刻
、
校
注
、
解
説

等
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
翻
刻
に
と
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
本
・
書
に
は
『
農
業
全
書
』
、
し
か
も
そ
の
自
序
、
凡
例
、
巻

の
一
農
事
総
論
か
ら
の
ピ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
の
個
所
が
あ
ま
り
に
も
多
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
。
前
掲
『
農
書
の
時
代
』
に

も
、
『
農
業
全
書
』
　
『
農
芸
業
事
』
に
類
似
し
た
点
の
少
く
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
単
な
る
類
似
に

と
ど
ま
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
農
書
と
い
う
評
価
に
は
大
き
な
疑
問
を
も
つ
に
い
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

本
書
は
先
の
農
書
集
成
刊
行
の
企
画
か
ら
除
外
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
農
書
は
、
そ
れ
が
『
農
業
全
書
』

に
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
本
書
の
草
稿
と
も
い
う
べ
き
『
農
業
子
孫
養
育
寒
雷
』
（
文
政
七
年
）
と
本
書
と
が
こ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
そ
の
内
容
を
著
し
く
異
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
検
討
す
べ
き
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
そ
の
問
題
と
は
、
第
一
に
、
こ
の
著
書
に
は
『
農
業
子
孫
養
育
草
控
』
と
い
う
一
本
書
に
先
立
つ
二
年
前
の
文
政
七
年
の
本
書

の
草
稿
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
本
書
と
は
そ
の
内
容
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
る
。
草
稿
と
は
著
し
く
異
な
る
本
書
が
成
立
す
る
過
程
、
そ
れ
は
草
稿
で
は
全
く
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
農
業
全
書
』

一
そ
れ
は
当
代
の
最
も
権
威
の
あ
る
農
書
で
あ
n
、
た
一
の
ピ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
本
書
が
成
立
す
る
過
程
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
成
立
過
程
そ
の
も
の
の
も
つ
問
題
で
あ
る
。
知
識
の
＝
疋
の
、
少
く
と
も
最
少
限
あ
る
程
度
の
体
系
化
を
内
容
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

r
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（
3
）

る
書
物
の
成
立
を
め
ぐ
る
興
味
あ
る
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
で
き
あ
が
っ
た
本
書
は
『
農
業

全
書
』
の
酷
似
で
あ
り
（
そ
の
ほ
か
同
じ
く
流
布
し
て
い
た
『
農
稼
業
事
』
と
の
類
似
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
直
接
的
な
引
用

　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
九
九
）
（
7
）

で
は
な
い
）
、
ま
た
『
久
世
條
教
』
（
早
川
正
紀
著
、
寛
政
十
一
年
）
な
る
一
地
方
書
か
ら
の
か
な
り
の
引
用
部
分
が
あ
っ
て
、
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
き
わ
め
て
小
さ
い
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
ら
を
除
い
た
あ
と
に
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
そ
こ
に
残
る

独
自
の
叙
述
、
あ
る
い
は
、
草
稿
と
本
書
と
は
そ
の
内
容
を
大
き
く
異
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
こ

か
ら
読
み
と
れ
る
両
者
を
つ
ら
ぬ
く
著
者
徳
山
敬
猛
の
関
心
事
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
こ
の
時
期
の
こ
の
地
方

の
農
業
生
産
の
特
質
を
め
ぐ
る
重
要
な
課
題
を
知
る
手
が
か
り
が
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
幸
い
に
し
て
、
こ
の
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

山
家
の
近
世
期
を
中
心
と
し
た
四
千
六
百
余
点
の
文
書
類
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
徳
山
家
に
つ
い
て
の
綿
密
な
研
究
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
地
方
に
つ
い
て
の
す
ぐ
れ
た
地
域
史
研
究
の
成
果
が
あ
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も

と
に
、
右
に
設
定
し
た
課
題
の
追
究
を
中
心
と
し
た
こ
の
農
書
を
め
ぐ
っ
て
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。
本
稿
は
、
す
で
に

こ
こ
に
そ
の
結
論
を
述
べ
た
と
こ
ろ
の
、
こ
の
『
農
業
子
孫
養
育
草
』
の
翻
刻
と
、
そ
れ
の
『
農
業
全
書
』
と
の
対
比
、
な
ら
び

に
若
干
の
補
註
を
行
な
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
書
は
す
で
に
小
野
武
夫
に
よ
る
翻
刻
・
活
字
本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
右
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
（
以
下

小
野
翻
刻
本
と
す
る
）
、
本
稿
で
は
、
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
本
書
原
本
に
最
も
近
い
位
置
に
あ
る
と
い
え
る
初
瀬
川
筆
写
本

を
底
本
と
し
た
あ
ら
た
な
翻
刻
を
行
な
う
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
若
干
記
そ
う
。

　
前
掲
小
野
編
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
四
巻
の
解
題
の
如
く
、
本
書
は
農
商
務
省
に
進
達
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
、
同
書
の
自

　
　
　
　
（
1
1
）

序
に
よ
る
と
、
農
商
務
省
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
農
書
類
は
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
に
遭
遇
し
て
灰
儘
に
帰
し
て
し
ま
う
が
、

た
ま
た
ま
農
商
務
省
に
勤
務
し
て
い
た
小
野
武
夫
は
、
大
正
九
年
か
ら
同
十
二
年
に
い
た
る
間
に
、
同
省
文
庫
に
保
管
さ
れ
て
い

た
農
書
類
の
か
な
り
の
部
分
を
謄
写
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
書
に
収
録
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
小
野
筆
写
本
を
底
本
と
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し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
七
年
に
同
書
は
刊
行
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
翻
刻
、
活
字
本
と
な
っ
た
小
野
翻
刻
本
の
底
本
で
あ
る
小
野
筆

写
本
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
書
原
本
は
こ
の
よ
う
に
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
以
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

に
福
島
県
の
初
瀬
川
健
増
が
農
商
務
省
に
む
い
て
本
書
を
筆
写
し
て
お
り
、
こ
の
写
本
が
初
瀬
川
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
る
。
本
書

原
本
は
な
く
、
ま
た
小
野
翻
刻
本
の
底
本
と
な
っ
た
小
野
筆
写
本
も
な
い
A
7
日
に
お
い
て
は
、
こ
の
初
瀬
川
筆
写
本
が
原
本
に
最

も
近
い
位
置
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

176

註

（
1
）
　
『
国
書
総
目
録
』
第
六
巻
　
一
九
六
〇
年
　
岩
波
書
店
　
四
六
八
ペ
ー
ジ
。

（
2
）
小
野
武
夫
編
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
第
四
分
半
一
九
三
二
年
　
同
刊
行
会
　
四
ペ
ー
ジ
。

（
3
）
古
島
敏
雄
編
著
『
農
書
の
時
代
』
　
一
九
八
○
年
　
農
山
漁
村
文
化
協
会
　
二
五
九
ペ
ー
ジ
（
佐
藤
常
雄
・
編
集
部
執
筆
）
。

（
4
）
前
掲
（
3
）
と
同
｝
書
　
二
四
八
ぺ
ー
ジ
（
同
前
）
。

（
5
）
徳
山
素
躍
著
『
農
業
子
孫
養
育
草
控
』
　
（
文
政
七
年
）
は
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
徳
山
家
文
書
に
あ
る
。
本
稿
で
指
摘
し
た
両
者
の
違

　
　
い
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
で
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
6
）
本
書
に
あ
る
稲
の
今
上
塁
壁
の
図
説
（
一
五
五
ペ
ー
ジ
）
は
、
『
農
稼
業
事
』
（
児
島
如
水
・
徳
重
著
、
寛
政
五
一
文
政
元
年
）
に
お
け
る
そ
れ

　
　
に
類
似
し
て
い
る
が
（
『
a
本
農
書
全
集
』
第
七
巻
　
一
九
八
○
年
　
二
九
～
三
四
ペ
ー
ジ
参
照
）
、
し
か
し
本
書
の
叙
述
の
ご
と
く
、
そ
れ
か
ら

　
　
の
直
接
的
引
用
で
は
な
い
。

（
7
）
小
林
久
磨
雄
編
『
士
出
撃
文
庫
第
五
輯
』
　
一
九
三
〇
年
　
山
陽
新
報
社
　
所
収
。
『
農
業
子
孫
養
育
草
』
の
本
文
冒
頭
部
分
（
本
翻
刻
一
七
〇
ペ

　
　
ー
ジ
｝
行
の
「
抑
農
業
ハ
国
家
ノ
大
元
ナ
リ
」
か
ら
↓
六
八
ペ
ー
ジ
三
行
の
「
皆
勤
慎
ナ
リ
」
ま
で
）
は
、
こ
の
『
久
世
條
教
』
の
二
～
七
ペ
ー
ジ

　
　
勧
農
桑
か
ら
養
蚕
に
関
す
る
部
分
を
除
い
た
個
所
か
ら
の
大
巾
の
引
用
で
あ
る
。

（
8
）
岡
山
大
挙
附
属
図
書
館
に
徳
山
家
文
書
と
し
て
所
蔵
。
同
文
書
の
目
録
は
『
岡
山
大
学
所
蔵
近
世
庶
民
史
料
目
録
　
第
二
巻
』
　
一
九
七
三
年
。

（
9
）
宗
森
英
之
「
村
方
地
主
制
と
鉄
山
経
営
－
美
作
国
大
庭
郡
山
山
家
の
場
合
一
」
　
『
岡
山
史
学
』
第
六
・
七
号
　
一
九
六
〇
年
六
月
。

（
1
0
）
川
上
村
史
編
纂
委
員
会
編
『
川
上
村
史
』
　
　
九
八
○
年
。

（
1
1
）
前
掲
（
2
）
小
野
編
同
史
料
第
一
巻
　
一
～
七
ペ
ー
ジ
。

（
1
2
）
初
瀬
川
文
庫
中
の
本
書
筆
写
本
を
底
本
と
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
中
田
謹
介
氏
（
社
団
法
人
農
山
漁
村
文
化
協
会
）
の
御
厚
意
に
よ
っ
た
。
初

　
　
瀬
川
文
庫
は
福
島
県
会
津
若
松
市
大
戸
の
初
瀬
川
里
家
所
蔵
図
書
で
、
三
代
前
健
増
氏
の
と
き
に
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
長
谷
川
吉
次

　
　
「
初
瀬
川
文
庫
を
整
理
し
て
」
　
『
日
本
農
書
全
集
第
二
巻
』
の
「
月
報
」
｝
九
八
○
年
二
月
　
参
照
。

一176　一
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（
5
）
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翻
刻
に
あ
た
っ
て

　
　
一
　
底
本
に
は
、
初
瀬
川
健
早
筆
写
本
（
初
瀬
川
家
所
蔵
文
書
中
の
『
随
意
録
』
第
二
十
八
に
収
録
）
を
用
い
た
。

“
　
｝
　
底
本
の
文
体
、
仮
名
つ
か
い
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
変
体
仮
名
は
ひ
ら
仮
名
に
改
め
た
。

　
　
一
　
底
本
の
漢
字
は
新
字
体
に
、
異
字
に
つ
い
て
は
現
在
の
字
体
と
し
た
。
た
だ
し
、
井
、
杯
、
ホ
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　
一
　
漢
文
体
の
部
分
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
返
点
の
な
い
も
の
は
（
）
を
つ
け
て
記
天
し
た
。

　
　
一
　
句
読
点
を
つ
け
、
清
濁
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　
一
　
底
本
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
も
の
は
右
側
に
（
マ
マ
）
と
入
れ
並
記
し
た
。

　
　
一
　
底
本
で
読
解
不
能
の
文
字
は
□
で
示
し
た
。
た
だ
し
、
小
野
翻
刻
本
で
補
え
る
あ
の
は
右
側
に
（
　
）
を
つ
け
記
入
し

　
　
　
た
。

　
　
一
　
明
ら
か
な
脱
字
は
右
側
に
（
脱
○
○
）
と
し
て
同
じ
く
小
野
翻
刻
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
た
だ
し
長
文
の
脱
落
の
個
所

　
　
　
は
同
書
に
よ
っ
て
補
註
に
お
い
て
補
っ
た
。

　
　
一
　
行
間
記
入
個
所
は
〈
〉
を
つ
け
、
本
文
に
組
み
込
ん
だ
。
ま
た
あ
き
ら
か
な
重
複
個
所
は
〔
〕
を
つ
け
、
（
マ
マ
）
と

　
　
　
し
た
。

一175一

『
農
業
全
書
』
と
の
対
比
照
合

　
一
　
こ
れ
に
は
『
日
本
農
業
全
書
』
（
山
田
龍
雄
等
編
集
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
〉
の
第
十
二
・
十
三
巻
所
収
の
『
農
業
全

　
　
書
』
　
（
翻
刻
、
校
注
等
山
田
龍
雄
ほ
か
、
一
九
七
八
年
）
を
用
い
た
。
ペ
ー
ジ
数
は
第
十
二
巻
の
そ
れ
を
示
す
。

　
一
　
こ
の
『
農
業
全
書
』
に
は
ふ
り
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
一
切
省
略
し
た
。



農
業
子
孫
養
育
草

『
農
業
全
書
』

’
個

農
業
子
孫
養
育
草
序

先
大
父
本
名
清
延
翁
は
、
子
孫
為
相
続
、
稚
子
遺
教
抄
を
著
述
し
給
ふ
。
予
ハ
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
　
　
　
一
）

書
を
熟
読
信
用
し
て
、
勤
慎
約
の
三
ケ
條
を
守
り
、
漸
く
星
霜
を
歴
毒
し
た
か
へ

る
年
の
後
、
隠
遁
と
成
二
階
に
独
居
し
て
閑
寂
を
楽
ミ
、
情
思
へ
ら
く
二
世
渡
り

二
千
辛
万
労
を
尽
せ
し
事
に
思
ひ
く
ら
べ
、
子
孫
ハ
安
楽
に
暮
ら
さ
せ
た
い
。
明

暮
思
惟
し
て
遺
教
抄
を
考
ふ
れ
ハ
、
第
四
巻
目
、
経
日
、
三
界
無
安
、
猶
如
火
宅
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
〉
　
　
　
「
二
　
　
こ

衆
苦
充
満
、
甚
可
怖
畏
と
説
示
し
給
へ
り
。
三
千
世
界
安
楽
な
る
事
ハ
な
く
、

　
　
（
レ
）
，
　
　
　
（
二
　
　
　
こ

焼
る
家
の
内
二
座
す
如
く
、
衆
生
の
苦
患
世
の
中
に
充
満
し
て
、
諸
国
里
々
浦
々

島
々
山
の
奥
迄
此
世
界
に
住
る
も
の
一
人
も
苦
労
患
難
な
き
も
の
ハ
な
し
。
甚
だ

恐
る
べ
し
と
の
御
示
し
な
り
。
如
斯
此
世
に
生
る
・
者
、
皆
々
苦
労
の
な
き
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
）

ハ
な
し
。
其
中
二
も
人
ハ
万
物
の
長
と
し
て
鳥
獣
虫
魚
に
較
ら
ふ
れ
ハ
其
苦
軽
く

し
て
楽
ミ
多
し
。
仏
も
三
界
無
安
と
説
給
ヘ
ハ
苦
ハ
世
界
に
充
満
し
て
湿
る
・
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
レ
）

な
し
、
連
も
可
遁
様
な
き
か
ら
ハ
早
く
覚
悟
し
て
苦
労
ハ
世
並
人
並
の
事
と
兼

　
　
　
　
　
「
レ
）

て
諦
め
其
覚
悟
さ
へ
よ
け
れ
ハ
、
苦
労
も
苦
と
な
ら
す
誠
に
苦
ハ
楽
の
種
と
い
ふ

事
至
て
金
言
な
り
。
諺
二
も
若
き
時
の
苦
労
ハ
買
て
も
せ
よ
と
、
目
前
の
道
理
な
り
。

震
を
以
て
其
覚
悟
の
仕
様
を
考
へ
世
の
中
を
観
る
に
、
農
工
商
の
三
民
千
変
万
化
の

世
渡
な
れ
共
、
商
家
杯
こ
て
一
旦
繁
昌
す
る
と
い
へ
共
三
代
と
相
続
せ
し
例
し
少
し
。

（
6
）

一174　一
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寧
農
業
の
外
安
気
に
く
ら
し
子
孫
長
久
の
秘
伝
ハ
な
し
。
農
家
に
於
て
ハ
数
代
相

続
の
者
多
し
。
此
訳
を
子
孫
二
教
訓
せ
は
や
と
思
へ
共
、
口
に
締
る
教
ヘ
ハ
当
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

の
ミ
ニ
て
後
日
の
功
な
し
，
。
亦
遺
訓
抄
二
正
意
誠
心
修
身
に
至
る
筆
意
に
千
言
万

語
を
述
へ
給
ヘ
ハ
、
今
更
我
ホ
事
を
何
云
ふ
へ
く
も
な
し
。
さ
れ
と
遺
教
抄
に
も

農
業
に
限
り
た
る
遺
訓
ハ
な
し
。
去
に
依
て
当
家
先
祖
よ
り
代
々
相
続
の
農
法

　
（
数
代
な
れ
ハ
略
し
、
只
今
存
生
の
敬
寛
中
に
も
農
功
あ
り
。
田
地
開
発
の
成
功

を
子
孫
に
伝
ん
為
メ
、
石
塔
に
鍬
を
持
し
老
人
の
姿
を
切
付
た
り
。
此
心
を
感
ず
べ

し
）
を
無
惰
怠
い
と
な
ミ
勤
な
ハ
幾
代
も
相
続
す
べ
し
と
、
日
頃
の
工
夫
に
四

　
　
　
　
（
二
　
　
　
一
）

寸
の
胸
中
を
い
た
ミ
、
愚
者
も
千
慮
す
れ
ハ
一
徳
有
と
い
へ
る
語
に
も
と
つ
き
、

千
慮
ハ
を
う
か
万
々
慮
を
尽
し
て
も
無
知
短
才
の
老
惇
よ
き
分
別
も
出
ぬ
。
折

ふ
し
遅
る
頃
農
業
全
書
を
粗
見
侍
り
、
且
つ
久
世
悪
罵
の
旨
を
伺
ひ
、
近
郷
老
農

百
姓
の
上
手
の
説
を
聞
、
功
あ
る
を
取
ま
し
へ
、
予
か
尺
寸
の
商
量
あ
る
を
加
へ
、

此
土
地
に
応
ず
へ
き
要
を
拾
ひ
、
農
業
子
孫
養
育
草
と
号
て
子
孫
に
授
与
す
。
し

か
は
あ
れ
と
、
吾
本
よ
り
無
学
な
れ
ハ
著
作
の
才
な
く
ロ
バ
魯
魚
の
誤
多
か
ら
ん
。

将
た
文
調
を
飾
る
事
能
は
す
。
仮
名
ハ
い
み
ひ
、
ゑ
へ
、
う
ふ
、
や
う
よ
う
、
を
お
、

の
違
ひ
多
か
る
べ
し
。
か
な
つ
か
ひ
も
知
ら
さ
れ
共
、
証
書
ハ
偏
に
農
家
の
為
に

，
回
る
事
な
れ
ハ
、
文
盲
の
耳
目
に
通
し
安
か
ら
し
め
ん
と
、
此
辺
通
用
の
俗
語
に

写
せ
り
。

幅

（
7
）

…
我
愚
蒙
を
忘
れ
て
、
写
植
の
書
を
あ
ら
ハ
し

て
、
民
と
共
に
是
に
よ
ら
ん
事
を
お
も
ひ
、
唐

の
農
書
を
考
へ
、
本
邦
の
土
宜
に
し
た
が
ひ
、

農
功
の
助
と
な
る
へ
き
事
を
撰
び
、
或
は
畿
内

諸
国
に
遊
観
し
、
広
く
老
圃
老
農
に
絢
謀
、
草

稿
を
集
め
て
十
巻
と
し
、
農
業
全
書
と
名
付
侍

べ
る
。
さ
れ
ど
本
よ
り
著
作
の
才
な
け
れ
ば
、

た
、
・
魯
魚
の
誤
り
鄙
狸
の
言
多
き
の
ミ
か
ハ
、

其
義
理
も
亦
歯
葬
に
し
て
疎
謬
多
か
ら
ん
事
を

恐
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
一
ペ
ー
ジ
）

一173　一
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○
愚
老
ハ
子
孫
を
憐
ミ
農
術
に
お
い
て
当
地
上
宜
二
随
ひ
、
万
か
一
の
助
と
な
ら

ん
事
を
思
ひ
、
管
見
の
及
所
を
書
綴
れ
ハ
、
或
二
流
は
楽
隠
居
の
よ
を
慰
と
い
へ

り
。
全
く
左
二
非
す
。
な
く
さ
ミ
な
れ
ハ
目
に
及
ひ
た
る
仮
名
本
、
軍
書
ホ
、
又
ハ

当
座
の
戯
に
言
捨
し
口
癖
の
狂
歌
、
を
こ
か
ま
し
き
咄
の
類
ハ
、
入
か
笑
ふ
と
誹

ふ
と
ま
・
の
か
わ
、
我
心
た
に
面
臼
け
れ
ハ
夫
か
気
晴
し
保
養
共
云
フ
べ
し
。
仮

初
に
も
末
の
世
に
残
し
子
孫
を
稼
稿
に
導
き
、
家
相
続
の
便
に
も
な
れ
か
し
と
、

愚
意
を
労
す
る
事
疎
な
ら
す
。
是
に
付
て
も
遺
教
抄
の
大
部
に
数
年
肺
肝
を
砕
き
、

序
賊
に
子
孫
を
厚
く
戒
め
置
れ
し
先
大
父
の
心
中
を
思
ひ
廻
せ
ば
、
有
り
か
た
泪

か
こ
ほ
る
・
也
。
此
書
ハ
遺
教
抄
に
比
ふ
れ
ハ
著
作
の
心
労
十
分
の
一
に
も
あ
ら

す
。
然
と
も
分
相
応
の
風
か
吹
と
て
、
太
鼓
ハ
太
鼓
の
声
、
尺
八
ハ
尺
八
の
声
な

れ
バ
、
予
か
分
際
に
て
子
孫
を
恵
む
慈
悲
に
迷
ひ
心
意
を
労
せ
し
志
を
推
察
し
、

又
先
祖
よ
り
代
々
農
事
の
成
功
高
恩
の
余
沢
に
依
テ
只
A
7
の
子
孫
足
る
事
を
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

ハ
、
衣
食
住
の
不
足
ハ
な
し
。
常
々
此
恩
儀
を
不
忘
有
難
く
思
ひ
、
益
々
農
業
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
）

一
吾
本
よ
り
文
才
な
く
し
て
文
詞
を
飾
る
事
あ
た

ハ
ず
、
且
此
書
ハ
ひ
と
へ
に
農
家
、
の
用
る
所
な

れ
ば
、
あ
な
が
ち
に
文
辞
を
華
麗
に
す
べ
き
に

あ
ら
ず
。
楽
軒
翁
も
又
其
辞
を
野
に
し
て
、
衆

民
の
さ
と
し
や
す
か
ら
ん
事
を
思
ひ
、
皆
俗
語

に
う
つ
せ
り
。
　
　
　
　
　
（
二
六
ペ
ー
ジ
）

一
後
来
文
才
余
り
乾
て
、

且
農
事
に
熟
し
た
る
人

　
（
8
）
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励
ミ
工
夫
を
篤
く
し
其
勤
二
精
力
を
尽
し
修
練
会
得
せ
は
、
農
に
熟
し
中
に
ハ
文
才

の
者
も
あ
ら
ん
、
亦
世
ハ
億
兆
の
農
家
な
れ
ハ
必
大
功
の
智
者
有
べ
し
。
是
ホ
に

尋
ね
問
ひ
猶
此
書
を
増
補
し
子
孫
の
益
た
ら
ん
事
を
希
ひ
な
ハ
、
自
然
と
天
道
神

明
の
冥
慮
も
叶
ひ
祈
ら
さ
れ
共
福
ひ
は
来
ら
ん
。
鳴
乎
、
大
哉
。
農
の
徳
を
称
し
、

家
業
大
明
神
先
祖
大
菩
薩
を
尊
ミ
敬
ひ
信
仰
す
れ
ハ
、
御
利
生
あ
り
て
万
代
不
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

農
業
子
孫
養
草
ハ
五
風
十
雨
の
恵
に
て
、
四
方
に
は
び
こ
り
七
二
罪
し
て
時
を
違

へ
ず
、
安
く
あ
ら
気
を
泰
平
の
御
代
に
生
れ
ぬ
る
有
難
さ
に
は
、
子
孫
永
々
萬
つ

代
の
春
を
む
か
へ
よ
か
し
と
、
謹
て
序
す
。

文
政
九
年
水
無
月
の
陽
日
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
山
　
黒
煙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
年
六
十
五
歳
書
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
レ
）

　
此
書
の
発
端
に
六
十
を
暦
て
思
ひ
立
し
と
云
た
る
ハ
子
孫
の
恩
愛
に
迷
ひ
安
楽

　
に
く
ら
さ
せ
た
く
思
ふ
と
興
を
入
し
な
り
。
本
よ
り
農
事
を
一
大
事
と
思
ふ
故

　
に
、
養
父
当
戌
八
十
四
歳
敬
寛
還
暦
の
賀
に
、
農
絵
の
盃
を
調
へ
、
其
箱
に
先

　
祖
よ
り
農
業
を
励
ミ
数
代
相
続
の
成
功
を
書
付
た
り
。
後
来
其
志
を
考
へ
農
法

　
怠
る
事
な
か
れ
。

世
の
中
に
子
を
愛
せ
ぬ
親
ハ
な
し
。
諺
二
も
子
ゆ
へ
の
闇
と
い
へ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
納
言
　
兼
輔

人
の
親
の
心
は
や
ミ
ニ
あ
ら
ね
と
も
子
を
思
ふ
道
に
迷
ひ
ぬ
る
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
＞

あ
ら
バ
、
猶
曝
書
を
増
補
し
、
弥
民
の
益
た
ら

ん
事
、
予
が
微
賎
に
在
て
、
世
を
患
ひ
農
を
め

ぐ
む
の
素
意
に
し
て
、
尤
希
ふ
所
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
一
〇
ペ
ー
ジ
）
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170

抑
農
業
ハ
国
家
の
大
本
な
り
。
上
天
子
よ
り
下
庶
人
に
至
る
ま
で
、
生
を
養
育
す

る
五
穀
を
作
り
出
し
て
納
る
も
の
な
れ
土
ハ
、
是
天
下
の
宝
と
い
ふ
も
の
な
り
。
故

に
古
へ
聖
賢
の
政
事
に
も
耕
作
を
根
元
と
し
た
ま
ふ
と
い
へ
り
。
神
代
の
昔

　
（
マ
マ
）

天
照
太
神
御
田
作
の
事
を
執
行
ハ
せ
給
ひ
、
亦
御
ミ
つ
か
ら
神
童
を
織
給
ふ
。

歌
に
も
、
　
徒
に
世
に
な
す
さ
ミ
そ
は
た
と
の
に
神
さ
ヘ
ミ
そ
を
お
る
と
き
く
に
も

又
人
代
の
始
つ
か
た
本
朝
中
興
神
君
神
功
皇
后
武
内
の
臣
に
勅
し
、
土
地
を
ひ
ら

き
神
田
を
作
ら
し
め
給
へ
り
。
諸
越
二
も
天
子
落
籍
．
田
を
耕
た
ま
ひ
（
民
の
力
を

か
り
て
耕
を
籍
田
と
云
）
、
王
ハ
一
揆
、
公
ハ
三
下
、
郷
ハ
九
揆
、
太
夫
ハ
ニ
十
七

揆
、
庶
人
ハ
千
畝
を
終
と
か
や
（
周
礼
一
揆
ハ
、
冬
田
を
王
自
立
を
持
一
度
起
返

さ
せ
給
ふ
、
終
と
ハ
何
れ
も
推
揆
の
数
終
り
て
其
跡
を
百
姓
請
取
作
る
也
。
尽
く

上
天
子
よ
り
農
を
学
ひ
給
ひ
、
明
堂
に
九
室
あ
る
も
井
田
の
制
を
以
為
之
と
な
り
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
〉

故
に
漢
の
文
帝
先
王
の
法
に
し
た
か
ひ
、
自
ら
天
下
・
の
農
夫
に
先
立
ち
て
作
り
守

る
物
を
以
て
天
地
神
明
の
簗
盛
に
供
給
ふ
。
我
朝
人
皇
十
代
　
差
肥
天
皇
の
十
二

年
九
月
、
始
校
人
民
更
二
科
調
役
と
有
。
又
三
十
四
代
推
古
天
皇
二
年
春
二
月
聖

　
　
　
　
　
二
　
　
　
｝
　
　
　
　
二
　
　
　
一

徳
太
子
奏
聞
あ
り
て
国
々
へ
勅
使
を
下
さ
れ
、
百
姓
に
蒔
仕
付
の
時
節
土
地
相
応

す
る
物
井
作
り
た
て
様
を
教
さ
せ
給
ふ
。
三
十
七
代
孝
徳
天
皇
記
二
町
段
の
数
租

庸
の
事
詔
有
て
、
四
十
八
代
称
徳
天
皇
の
御
宇
大
臣
吉
備
公
勅
宣
を
奉
し
、
天
下

の
百
姓
に
大
小
の
麦
を
植
さ
せ
ら
れ
た
り
。
去
れ
と
蒔
植
の
時
を
失
ひ
稔
り
よ
か

ら
す
、
叢
に
於
て
五
十
二
代
嵯
峨
天
皇
の
御
宇
弘
仁
十
一
年
藤
原
冬
嗣
二
上
を
請

（
1
0
）
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ケ
て
播
種
の
時
後
れ
さ
る
様
を
告
示
さ
せ
給
ふ
。
是
よ
り
耕
作
の
令
制
頻
り
に
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脱
補
遺
参
昭
じ

ハ
れ
、
山
沢
原
野
開
ら
け
荒
亡
の
地
な
く
震
巽
炊
艮
坤
の
八
の
卦
を
な
し
、
一
切

萬
物
の
理
是
に
漏
る
・
事
な
し
。
今
其
理
を
以
て
考
ふ
る
に
稲
麦
陰
陽
の
物
心
の

根
本
な
る
を
以
て
生
熟
の
時
右
の
如
く
卦
交
に
立
て
有
難
き
事
な
れ
共
、
農
家
其

所
以
を
知
ら
す
、
ロ
バ
占
法
の
事
の
ミ
覚
へ
陰
陽
消
長
の
理
を
明
ら
か
に
し
、
耕
作

の
道
も
此
理
二
か
な
い
た
る
事
を
弁
へ
さ
る
に
よ
り
、
麦
畑
生
ヒ
立
治
る
の
時
を

卦
交
に
表
し
て
農
業
の
大
切
な
る
事
を
知
ら
し
む
る
也
。
麦
の
刈
旬
赤
ら
む
事
根

元
よ
り
色
付
て
穂
ハ
後
に
赤
ら
む
也
。
是
ハ
陽
気
上
る
に
随
ひ
程
根
本
よ
り
早
る

也
。
稲
の
色
付
事
ハ
穂
よ
り
赤
ら
ミ
、
葉
ハ
次
に
黄
は
ミ
、
藁
ハ
後
に
熟
る
。
是

ハ
八
九
月
二
な
れ
ハ
陰
気
盛
に
し
て
冷
な
る
気
を
請
ケ
る
に
よ
り
穂
よ
り
赤
ら
む
。

右
陰
陽
の
理
を
能
々
考
ふ
べ
き
也
。
凡
五
穀
其
外
万
の
野
菜
に
至
る
迄
天
地
人
三

歳
の
力
を
へ
て
盛
熟
す
る
也
。
回
天
の
数
三
百
六
十
五
度
四
分
度
の
一
に
て
、
日

輪
は
昼
ハ
上
を
め
く
り
夜
ハ
地
下
を
回
り
て
健
々
と
し
て
無
息
ム
時
、
地
是
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
一

随
ひ
五
行
の
気
内
に
回
り
て
少
も
不
息
し
て
萬
物
生
育
す
る
也
。
然
る
に
天
地
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
）

徳
を
一
に
す
る
人
と
し
て
其
業
を
励
さ
ら
ん
や
、
五
穀
の
種
を
う
く
る
ハ
人
な
り
、

生
育
す
る
ハ
天
地
の
生
々
也
。
然
共
種
を
下
ろ
す
繋
り
こ
て
人
群
転
肥
し
せ
さ
れ

ハ
不
熟
す
る
也
。
天
地
の
徳
と
人
の
力
と
合
は
ざ
れ
ハ
出
来
ぬ
な
り
。
天
地
の
生

々
ハ
一
時
も
絶
ゆ
る
問
な
し
。
人
不
勤
故
に
不
熟
多
し
。
論
判
子
の
刻
よ
り
寅
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
V

刻
迄
臥
休
む
も
の
な
れ
バ
、
何
程
働
て
も
天
地
に
ハ
及
バ
ぬ
也
。
去
れ
ハ
此
道
理

（
1
1
）、

、
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を
能
々
合
点
し
て
怠
り
な
く
勤
べ
し
。
さ
す
れ
ハ
天
地
の
恵
二
て
水
損
あ
る
年
も

旱
損
あ
る
年
二
て
も
、
人
の
田
よ
り
ハ
我
田
ハ
能
熟
し
て
取
り
入
る
也
。
管
理
ハ

農
に
限
ら
す
万
事
に
心
得
あ
る
べ
し
。
皆
勤
慎
な
り
。
唱

一
農
業
全
書
ハ
元
緑
の
昔
筑
前
宮
崎
安
貞
翁
、
四
十
余
年
農
民
を
友
と
し
て
自
ら

心
力
を
尽
し
手
足
を
労
し
て
農
事
を
営
ミ
播
種
の
道
に
委
し
く
、
又
貝
原
篤
信

先
生
も
農
事
法
審
な
れ
ハ
、
此
二
先
生
唐
の
農
書
を
考
へ
本
邦
の
土
宜
に
従
ひ
、

農
功
の
助
と
な
る
へ
き
事
を
撰
ミ
編
集
し
て
世
に
著
し
給
ふ
。
古
よ
り
本
朝
の

賢
君
農
業
を
尊
ひ
給
ひ
、
前
言
二
述
る
如
く
神
代
よ
り
連
綿
と
し
て
農
事
盛
ん

な
り
と
錐
も
、
農
術
を
重
る
書
二
世
に
伝
ら
す
。
さ
れ
ハ
耕
夫
皆
農
法
．
を
委
し
く

知
ら
ず
し
て
稼
稿
の
道
明
ら
か
な
ら
さ
る
三
二
、
身
を
労
し
心
を
苦
し
め
て
勤

と
い
へ
共
、
秋
の
稔
り
不
足
を
ミ
る
事
屡
々
也
け
れ
ハ
、
是
を
歎
く
思
ひ
農
業
全

書
を
回
し
て
万
民
を
恵
ミ
給
ふ
ハ
本
邦
農
書
の
権
輿
万
世
不
朽
の
御
厚
恩
也
。

…
古
本
朝
の
賢
君
、
多
く
ハ
農
業
を
重
く
し
給
ふ

と
い
へ
ど
も
、
農
術
を
教
る
の
書
早
世
に
轟
轟
ら

ず
。
故
に
農
法
世
に
委
し
か
・
厄
ず
。
（
一
七
ペ
ー
ジ
）

…
然
る
ゆ
へ
に
、
身
を
労
し
心
を
苦
し
め
て
、
勤

め
い
と
な
む
と
い
へ
共
、
効
を
得
る
事
す
く
な
く

し
て
、
や
・
も
す
れ
ば
、
秋
の
な
り
は
ひ
の
不
足

を
み
る
こ
と
し
バ
く
な
り
。
…
唯
ひ
と
へ
に
民

皆
農
術
を
し
ら
ず
し
て
、
稼
稿
の
道
明
ら
か
な
ら

ざ
る
ゆ
へ
な
り
。
　
，
　
　
　
　
（
｝
八
ペ
ー
ジ
）

一168　一
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一
慢
罵
へ
聖
人
の
政
ハ
、
専
ら
教
養
の
二
つ
に
出
て
す
。
農
業
の
術
黄
人
を
養
ふ
　
　
…
凡
い
に
し
へ
聖
人
の
政
ハ
、
専
教
養
の
二
つ
に

本
な
れ
ハ
、
農
法
委
し
か
ら
さ
れ
ハ
五
穀
少
く
し
て
人
民
生
害
を
と
く
る
事
な
　
　
出
ず
。
農
業
の
術
ハ
入
を
養
ふ
の
本
也
。
農
工
く

（
1
2
）
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（
マ
マ
）

し
。
孝
弟
の
道
ハ
人
を
干
る
の
本
也
。
人
も
教
な
け
れ
ハ
人
輪
明
ら
か
な
ら
す
し
て

禽
獣
に
近
し
。
故
に
古
へ
の
聖
賢
天
下
国
家
を
治
る
二
必
農
を
奨
め
農
事
を
教
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
と
し
脱
力
）

を
以
て
先
と
し
、
人
の
道
を
正
す
を
以
て
給
ハ
ざ
る
ハ
な
し
。
然
，
る
二
日
本
の

地
子
南
北
の
中
央
二
当
れ
る
に
や
、
陰
陽
の
気
正
し
く
寒
暑
も
中
和
に
叶
ひ
、

甚
し
き
天
災
赤
禍
も
な
く
、
平
地
多
く
し
て
稲
麦
を
種
る
の
地
広
く
、
国
土
勝

れ
て
肥
良
な
れ
は
、
三
つ
三
三
の
類
成
長
せ
さ
る
ハ
な
し
。
高
麗
唐
土
に
も
か

か
る
上
国
ハ
な
き
と
そ
聞
え
侍
る
（
我
等
壮
年
の
頃
思
へ
て
此
山
中
に
て
農
事

を
営
、
〈
い
か
に
精
力
を
尽
す
と
い
へ
共
立
身
ハ
成
〉
か
た
し
と
ふ
と
迷
ひ
し

か
、
四
十
年
頃
よ
り
本
心
に
立
か
へ
り
、
能
々
思
ヘ
ハ
、
此
谷
筋
唱
言
て
暮
し

よ
き
所
な
り
。
別
て
当
村
ハ
農
事
第
一
の
肥
料
沢
山
二
て
古
木
有
、
水
晶
の
難

稀
也
。
冥
加
至
極
難
有
事
と
子
孫
に
可
致
教
示
事
也
）
。
然
る
二
今
泰
平

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
　
ニ
　
　
　
こ

の
御
代
に
し
あ
れ
ハ
、
万
民
安
堵
し
親
兄
弟
妻
子
相
供
二
目
出
度
寿
を
保
ち
、

農
事
を
励
、
種
植
の
道
を
能
弁
へ
無
怠
勤
る
時
ハ
農
薬
世
々
二
熟
し
五
穀
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
レ
）

稔
り
、
衣
食
の
養
ひ
足
り
て
各
相
続
せ
ば
自
ら
貧
る
心
も
な
く
、
風
俗
す
な
ほ

に
和
順
し
、
国
富
民
栄
へ
貴
賎
等
く
代
々
安
楽
な
ら
ん
事
疑
あ
る
べ
か
ら
す
。

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ハ
し
か
ら
ざ
れ
バ
、
五
穀
す
く
な
く
し
て
、
人
民

生
写
を
と
ぐ
る
斜
な
し
。
孝
弟
の
道
要
人
を
教
ゆ

る
の
本
な
り
。
孝
弟
の
教
へ
な
け
れ
バ
、
人
倫
明

か
な
ら
ず
、
人
の
道
立
ず
し
て
禽
獣
に
近
し
。

…
し
か
り
し
ょ
り
以
来
代
々
の
聖
王
賢
君
、
天
下

国
家
を
治
る
に
、
必
農
を
す
・
め
、
三
橋
を
回
る

を
以
て
先
と
し
、
人
倫
の
道
を
正
す
を
以
て
、
本

と
し
給
ハ
ざ
る
ハ
な
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
六
一
「
七
ペ
ー
ジ
〉

　
抑
日
本
の
地
ハ
、
南
北
の
中
央
に
当
れ
る
に
や
、

陰
陽
の
気
正
し
く
、
寒
暑
も
中
和
に
か
な
ひ
、
甚

し
き
天
災
地
禍
も
な
く
、
平
原
多
く
し
て
、
毒
麦

を
種
ふ
る
の
地
ひ
ろ
し
。
国
土
又
勝
れ
て
肥
良
な

れ
ば
、
万
づ
種
植
の
類
、
物
と
し
て
成
長
せ
ざ
る

ハ
な
し
。
も
ろ
こ
し
の
外
に
か
・
る
上
国
ハ
な
き

と
そ
聞
え
侍
る
。
　
　
　
　
　
　
（
一
九
ペ
ー
ジ
）

…
故
に
先
よ
く
農
術
を
し
り
て
後
農
功
を
勤
む
べ

し
。
且
恒
の
産
な
け
れ
ば
、
恒
の
心
な
し
。
衣
食

た
り
て
後
、
礼
儀
行
ハ
る
・
理
な
れ
ば
、
民
種
植

の
道
を
よ
く
し
り
て
五
穀
ゆ
た
か
に
、
衣
食
の
養
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ひ
た
り
て
、
各
其
所
を
得
バ
、
を
の
つ
か
ら
貧
る

心
も
な
く
、
礼
義
廉
恥
行
ハ
れ
、
風
俗
す
な
ほ
に
、

人
心
和
順
し
、
一
世
安
楽
な
ら
ん
事
、
日
々
に
新

に
、
月
々
に
さ
か
ん
な
る
へ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
ペ
ー
ジ
）

166

一
此
書
を
読
ミ
其
大
概
を
知
る
と
い
ふ
共
、
日
々
農
．
事
を
専
ら
に
心
を
尽
し
力
を

点
て
実
に
其
理
を
執
行
し
、
修
練
会
得
せ
ざ
れ
ハ
無
益
の
徒
事
な
り
（
讐
ヘ
ハ

遺
教
抄
の
発
端
に
著
述
せ
ら
れ
し
如
く
、
書
物
ハ
読
む
へ
き
の
志
に
よ
り
て
益
不

益
異
な
る
有
、
読
て
徳
を
得
さ
る
ハ
講
書
の
失
に
塾
す
、
読
人
の
心
掛
悪
し
き

也
。
諺
に
も
論
語
を
読
ミ
論
語
知
ら
す
と
云
へ
り
）
。
史
書
も
度
々
よ
ミ
記
肥

す
る
人
あ
り
共
、
其
身
に
ハ
勤
め
疎
に
し
て
能
呑
込
た
顔
つ
き
二
て
、
よ
り
く

の
口
遊
一
座
の
物
か
た
り
杯
に
し
て
ハ
更
二
益
な
し
。
農
業
の
道
に
於
て
ハ

幼
少
よ
り
真
実
に
心
掛
思
ひ
を
深
く
し
、
九
夏
三
伏
の
炎
天
を
も
不
当
、
冬
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
）

吹
も
苦
に
せ
す
、
昼
夜
油
断
な
く
勤
て
農
功
を
得
る
時
ハ
老
て
後
安
楽
な
り
。

都
て
農
人
は
皆
平
生
営
む
業
に
て
世
紀
人
並
の
家
業
な
れ
ハ
、
彼
放
下
幻
術
の

奇
妙
或
ハ
軽
業
の
綱
渡
杯
、
熟
し
て
奇
異
の
巧
を
な
し
て
人
の
目
を
驚
す
る
類

ひ
よ
り
は
、
其
効
を
得
る
門
下
以
て
容
易
か
る
べ
し
。

一
農
家
高
書
を
よ
ミ
其
大
概
を
し
る
と
い
ふ
と
も
、

日
々
に
い
と
な
む
農
事
に
つ
い
て
、
心
を
尽
し

力
を
用
て
、
実
に
其
理
を
事
の
上
に
執
行
し
、

勤
め
て
修
練
会
得
せ
ず
ハ
、
唯
是
無
益
の
徒
事

な
る
べ
し
。
た
と
ヘ
バ
儒
書
を
ま
な
ん
で
、
四

書
小
学
に
熟
し
、
其
余
の
経
書
に
も
粗
通
じ
、

字
義
、
訓
詰
を
諸
じ
、
且
講
説
こ
と
に
詳
な
り

　
と
い
へ
ど
も
、
：
・
却
て
文
盲
の
人
の
ご
と
し
。

此
書
も
三
門
に
同
じ
。
た
び
く
こ
れ
を
弄
び

手
馴
記
諦
す
る
人
あ
り
と
も
、
従
に
此
事
を
以

　
て
、
よ
り
く
の
口
遊
、
一
座
の
話
談
と
し
て
、

農
業
の
上
に
お
み
て
ハ
、
真
実
に
心
を
励
ミ
思

　
ひ
を
嚇
し
、
力
を
用
ひ
て
こ
れ
を
心
ミ
営
ミ
、

　
三
た
び
醤
を
折
の
労
な
く
し
て
ハ
、
大
に
験
を

一　！66　一

（
1
4
）
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（
1
5
）

得
る
事
か
た
か
る
べ
し
。
農
民
殊
に
こ
・
に
お

み
て
、
心
を
と
．
・
め
力
を
尽
す
べ
し
。
し
か
ハ

あ
れ
ど
、
是
皆
平
生
、
農
家
の
い
と
な
む
わ
ざ

に
し
て
、
よ
の
常
の
事
な
れ
ば
、
彼
放
下
幻
術

の
雑
事
、
こ
れ
を
習
ふ
事
久
し
て
後
其
事
熟
し
、

奇
異
の
巧
を
な
し
て
、
人
の
目
を
驚
す
類
よ
り

ハ
、
其
効
を
得
る
事
甚
以
て
た
や
す
か
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
九
～
一
二
〇
ペ
ー
ジ
）

一
番
種
芸
の
事
ハ
四
季
八
節
二
十
四
節
を
考
で
（
四
季
ハ
春
夏
秋
冬
、
八
節
ハ

立
春
、
春
分
、
立
夏
、
夏
分
、
立
秋
、
秋
分
、
立
冬
、
冬
至
也
）
其
時
日
に
後

れ
ず
、
時
々
に
耕
種
る
を
肝
要
と
す
る
也
。
四
季
二
節
を
用
て
月
に
ハ
障
る
へ

か
ら
す
。
喩
ハ
歳
の
内
の
立
春
な
れ
ハ
其
節
を
追
て
黒
月
に
春
の
日
数
を
積
り

て
耕
を
薫
る
也
。
地
の
利
と
人
の
功
と
ハ
よ
く
早
る
と
い
へ
共
、
天
の
時
に
合

ざ
れ
ハ
苦
労
空
し
く
し
て
益
少
し
。
尤
南
北
の
違
ひ
山
川
の
勢
ひ
に
よ
り
寒
暖

の
替
り
有
て
、
其
所
々
の
よ
き
時
節
仕
覚
、
草
木
の
芽
立
日
当
も
あ
る
事
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
）

　
ハ
一
偏
に
定
め
か
た
し
。
去
れ
共
大
抵
回
り
た
る
中
分
の
法
を
立
て
、
時
を
見

合
年
々
の
心
覚
し
て
植
回
す
べ
し
。
四
時
各
其
勤
有
。
時
節
二
格
別
先
立
て
植

れ
ハ
早
過
て
生
せ
す
、
又
時
節
二
後
れ
て
種
れ
ハ
晩
く
し
て
稔
り
悪
し
。
物
に

…
凡
種
芸
の
事
に
ハ
、
四
季
、
八
節
、
二
十
四
節

を
考
て
（
四
季
ハ
春
夏
秋
冬
、
八
節
ハ
、
立
春
、
春
分
、
立
夏
、

夏
至
、
立
秋
、
秋
分
、
立
冬
、
冬
至
也
）
其
時
日
に
を
く
れ

ず
時
分
く
に
耕
し
司
る
を
肝
要
と
す
る
な
り
。

四
季
八
節
を
用
て
、
月
に
ハ
か
・
ハ
る
べ
か
ら
ず
。

喩
バ
歳
の
内
の
立
春
な
れ
バ
其
節
を
追
て
、
腫
月

に
春
の
耕
し
を
始
る
が
ご
と
し
。
地
の
利
と
人
の

功
と
ハ
よ
く
調
る
と
い
へ
ど
も
、
天
の
時
に
合
ざ

れ
バ
、
苦
労
空
し
く
し
て
益
す
く
な
し
。
尤
南
北

の
違
ひ
、
山
川
の
勢
に
よ
り
、
寒
暖
の
か
ハ
り
有

一165　一



よ
り
て
時
節
少
し
の
違
ひ
こ
て
稔
り
甚
少
き
事
な
れ
ハ
、

し
。
大
方
早
き
に
理
有
。

能
々
考
へ
は
か
る
べ

て
、
其
所
々
の
よ
き
時
節
あ
る
事
な
れ
バ
、
一
偏

に
定
め
が
た
し
。
さ
れ
ど
も
太
抵
定
り
た
る
中
分

の
法
を
立
を
き
て
、
其
所
の
草
木
発
生
の
時
を
見

合
せ
、
年
々
の
心
覚
し
て
う
へ
蒔
べ
し
。
四
時
各

其
つ
と
め
あ
り
。
十
ニ
ケ
月
を
の
く
宜
し
き
あ

り
。
時
節
に
先
立
て
う
ゆ
れ
バ
早
過
て
生
ぜ
ず
。

又
時
節
に
を
く
れ
て
種
れ
バ
晩
く
し
て
実
の
り
う

す
し
。
物
に
よ
り
て
、
時
節
少
の
違
ひ
に
て
、
其

実
の
り
甚
少
き
事
な
れ
バ
、
能
々
考
は
か
る
べ
し
。

智
者
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
冬
う
へ
て
春
収
る
事
ハ
な

ら
ざ
る
も
の
な
り
。
　
　
（
七
九
～
八
○
ペ
ー
ジ
）

一164一
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一
五
穀
書
留
草
の
類
ハ
大
か
た
節
気
二
先
達
て
生
る
物
な
る
故
、
少
し
早
き
か
よ

し
。
若
又
斗
ら
ざ
る
障
り
有
て
時
に
も
後
る
事
あ
ら
ハ
へ
よ
き
冠
し
て
取
分

陽
気
の
よ
き
物
を
下
に
多
く
敷
て
呉
れ
ハ
、
則
其
肥
し
植
物
の
陽
気
を
助
る
故

に
早
く
生
成
し
、
大
か
た
稔
り
よ
き
物
な
り
。
出
物
其
時
下
々
の
気
を
得
て
発
生

す
る
故
、
夫
々
の
物
生
る
時
下
を
よ
く
計
り
て
己
に
生
せ
ん
と
す
る
時
置
く
、

己
に
生
す
る
門
司
し
培
ひ
、
段
々
手
入
を
用
れ
ハ
、
天
地
の
生
理
に
よ
く
叶
ふ

ゆ
へ
豊
年
に
ハ
云
に
及
ず
、
少
し
凶
作
に
て
も
難
ン
く
せ
少
く
、
災
を
遁
れ
て

○
又
五
穀
面
外
草
の
類
ハ
、
大
か
た
節
気
に
先
立

て
生
ず
る
物
な
る
ゆ
へ
、
少
早
ま
き
で
ハ
よ
し
。

を
そ
き
に
損
多
し
。
二
又
は
か
ら
ざ
る
さ
ハ
り
因

て
、
や
む
事
を
得
ず
し
て
、
時
に
を
く
る
・
事
あ

ら
バ
、
よ
き
糞
し
の
取
分
陽
気
の
つ
よ
き
物
を
下

に
多
く
し
き
て
う
ゆ
れ
バ
、
則
其
こ
や
し
、
う
へ

物
の
陽
気
を
助
る
ゆ
へ
、
早
く
生
長
し
、
少
し
時

（
1
6
）
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秋
の
稔
り
空
学
事
ハ
な
き
も
の
也
。

’

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

に
を
く
れ
て
も
、
大
か
た
の
ミ
の
り
ハ
す
る
も
の

な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
○
ペ
ー
ジ
）

○
又
万
の
物
其
時
分
く
の
気
を
得
て
発
生
す
る

ゆ
へ
、
そ
れ
く
の
物
の
生
ず
る
時
分
を
よ
く
は

か
り
て
、
巳
に
生
ぜ
ん
と
す
る
時
う
へ
、
巳
に
さ

か
へ
ん
と
す
る
時
、
糞
し
培
ひ
、
段
々
次
第
、
時

に
よ
っ
て
手
入
を
用
れ
バ
、
天
地
の
生
理
に
よ
く

か
な
ふ
ゆ
へ
、
豊
年
に
ハ
云
に
及
ハ
ず
、
少
々
の

凶
年
に
て
も
、
万
の
難
く
せ
す
く
な
く
、
災
を
の

が
れ
て
、
秋
の
ミ
の
り
空
し
き
こ
と
ハ
・
な
き
も
の

な
り
。
　
　
　
　
　
　
（
八
○
卜
八
一
ペ
ー
ジ
）

一163　一

　
　
　
　
　
　
　
へ

一
惣
て
蒔
単
路
午
の
夢
前
宜
し
。
蒔
た
る
土
の
其
日
乾
く
を
よ
し
と
す
。
昼
よ
り

単
孤
陽
気
も
盛
ん
な
れ
ハ
な
り
。

…
一
匹
の
内
と
い
へ
ど
も
余
物
ハ
午
の
前
宜
し
。

蒔
た
る
土
の
其
日
か
ハ
く
を
よ
し
と
す
。
昼
よ
り

前
ハ
陽
気
も
さ
か
ん
な
れ
バ
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
一
ペ
ー
ジ
）

一
菜
類
稗
荏
子
杯
の
苗
を
外
へ
移
し
象
る
物
ハ
午
の
後
よ
し
。
其
故
ハ
植
て
後
日

か
け
和
ら
ぎ
き
て
痛
ま
す
、
曾
て
夜
気
を
得
て
夜
の
間
に
も
畳
付
も
の
也
。
取

○
又
菜
な
ど
の
苗
を
仕
立
を
き
、
時
至
り
て
移
し

う
ゆ
る
丁
丁
、
午
の
後
よ
し
。
其
ゆ
ヘ
ハ
、
う
へ



分
量
た
る
日
雨
を
待
て
ハ
猶
々
よ
し
。
物
こ
よ
り
て
月
か
し
ら
に
依
る
物
多
し
。

是
に
陰
陽
の
道
か
け
一
日
一
時
の
違
に
目
に
は
さ
や
か
に
見
へ
ね
共
、
皆
以
盛

衰
あ
る
事
莫
大
な
れ
ハ
、
種
蒔
も
の
は
片
時
も
早
く
油
断
せ
す
、
論
稿
収
る
物

ハ
少
し
遅
く
よ
く
実
の
る
を
待
て
刈
取
べ
し
。
但
し
蕎
麦
蔓
草
粟
杯
の
類
ハ
少

し
早
き
も
よ
し
。
年
中
辛
労
し
て
作
り
、
一
夜
の
風
雨
霜
嵐
に
損
毛
す
る
事
計

り
か
た
し
、
四
則
十
分
な
れ
ハ
こ
ほ
る
・
道
理
を
兼
て
心
得
べ
し
。

て
後
日
か
げ
和
ら
ぎ
て
痛
ま
ず
。
頓
て
又
夜
気
を

得
て
、
夜
の
間
に
も
生
付
も
の
な
り
。
取
分
雨
気

曇
り
た
る
主
業
よ
し
。
読
物
ハ
二
日
よ
し
。
又
貸

に
よ
り
て
、
月
半
よ
り
前
、
月
の
初
め
に
種
る
物

多
し
。
塞
に
陰
陽
の
み
ち
か
け
、
　
日
｝
時
の
違

に
て
、
目
に
ハ
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
、
皆
以
て

盛
衰
あ
る
こ
と
、
莫
大
な
れ
バ
、
種
蒔
物
ハ
片
時

も
早
く
由
断
せ
ず
、
又
刈
取
る
物
ハ
、
少
し
遅
く

よ
く
実
る
を
待
得
て
刈
と
る
べ
し
。
但
物
に
よ
り

て
、
大
風
森
雨
の
見
合
、
是
又
肝
要
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
一
一
八
ニ
ペ
ー
ジ
）

一162　一
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一
前
条
に
も
出
る
如
く
農
人
ハ
常
に
暦
を
見
て
土
用
八
専
節
か
わ
り
を
考
へ
風
雨

ホ
の
変
あ
ら
ん
事
を
心
に
お
く
へ
し
。
必
節
の
替
甑
ニ
ハ
晴
天
も
ミ
る
内
に
替
る

事
有
も
の
な
れ
ハ
、
朝
夕
其
心
得
手
配
を
よ
く
し
て
、
彼
節
替
り
の
妨
を
も
与

る
・
覚
悟
す
べ
し
。

○
又
農
人
且
つ
ね
に
暦
を
見
て
、
土
用
八
専
、
其

外
節
気
の
か
ハ
り
を
考
へ
、
風
雨
等
の
変
あ
ら
ん

こ
と
を
心
に
か
く
べ
し
。
必
気
の
か
ハ
り
に
は
、

晴
天
も
見
る
中
に
か
ハ
る
物
な
れ
バ
、
朝
夕
つ
と

め
の
品
手
く
バ
り
を
、
閨
の
中
に
て
よ
く
お
も
ん

バ
か
り
、
彼
節
が
ハ
り
の
妨
を
も
の
が
る
・
覚
悟

兼
て
す
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
（
八
ニ
ペ
ー
ジ
）

（
1
8
）
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一
惣
て
事
を
前
に
定
る
工
夫
ハ
農
事
に
限
ら
ね
共
、
農
人
聴
取
別
ケ
心
を
用
ゆ
べ

し
。
天
気
の
考
へ
を
疎
二
し
ぬ
れ
ハ
一
時
の
風
雨
に
数
月
の
苦
労
を
空
し
く
す

る
事
間
々
多
し
。
必
油
断
す
べ
か
ら
す
。
物
こ
と
進
む
ー
ハ
陽
也
、
後
ハ
早
舞
。

農
業
も
軍
事
に
代
る
事
な
し
。
す
・
ま
ざ
れ
ハ
勝
利
少
し
。
日
月
の
草
木
国
土

を
照
ら
し
給
ひ
、
瞬
時
も
た
ゆ
ミ
な
き
理
也
。
是
を
目
当
と
し
て
寸
陰
も
怠
る

へ
か
ら
す
、
殊
に
耕
作
三
三
の
事
ハ
直
に
天
道
の
福
を
祈
る
平
な
れ
ハ
、
心
ゆ

る
ミ
怠
り
て
朝
も
日
に
を
く
れ
て
起
き
、
大
切
至
極
の
光
陰
を
弁
へ
す
、
A
7
日

の
又
な
き
（
遺
教
抄
に
古
人
一
日
を
過
す
事
千
金
よ
り
重
し
と
）
事
を
国
玉
忘

て
農
業
を
油
断
勝
に
勤
め
ぬ
れ
ハ
、
讐
ハ
一
日
に
一
時
つ
・
不
足
し
て
も
一
年

に
ハ
三
百
六
拾
時
也
、
合
て
見
れ
ハ
六
十
日
の
違
ひ
に
な
る
、
三
ケ
年
湘
レ
噺
怠

れ
ハ
半
年
の
働
不
足
と
成
る
也
（
又
是
を
一
時
つ
・
励
て
勤
る
時
ハ
三
ケ
年
に

ハ
ー
ケ
年
の
余
慶
と
な
る
、
如
此
出
精
す
れ
ハ
家
富
栄
へ
子
孫
相
続
疑
な
し
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
）

是
を
年
々
積
れ
ハ
困
窮
の
基
、
天
道
の
恵
に
も
れ
、
い
っ
と
な
く
田
畑
も
一
荒

終
に
は
家
内
春
属
よ
り
散
々
に
な
る
類
世
間
に
多
し
。
然
ハ
心
あ
ら
ん
農
民
ハ

三
三
の
憂
を
思
ひ
て
、
天
の
時
に
随
ひ
一
寸
の
光
陰
を
も
大
切
に
お
し
ミ
て
農

業
を
大
切
に
勤
怠
る
事
な
か
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

○
振
事
を
前
に
定
る
工
夫
ハ
、
農
事
に
上
限
ら
ね

ど
も
、
農
人
口
取
分
立
を
用
ゆ
べ
し
。
天
気
の
考

へ
を
疎
か
に
し
ぬ
れ
ば
、
　
一
時
の
風
雨
に
よ
り
、

置
月
の
苦
労
を
忽
に
空
し
く
す
る
こ
と
間
多
し
。

か
な
ら
ず
由
断
す
べ
か
ら
ず
。
物
ご
と
進
は
陽
な

り
。
後
ハ
陰
な
り
。
農
業
も
軍
事
に
か
ハ
る
こ
と

な
し
。
す
・
ま
ざ
れ
バ
勝
利
少
し
。
日
月
の
天
に

め
ぐ
り
て
、
瞬
す
る
間
も
滞
た
ゆ
ミ
な
き
理
り
を

目
当
と
し
て
、
寸
陰
も
怠
る
べ
か
ら
ず
。
殊
に
耕

作
種
目
の
寺
外
、
直
に
天
道
の
福
を
専
い
の
る
事

な
れ
バ
、
脳
裡
し
て
、
朝
も
日
に
を
く
れ
て
起
、

大
切
至
極
な
る
光
陰
を
わ
き
ま
へ
ず
、
A
7
日
の
日

の
又
な
き
理
り
を
バ
う
ち
わ
す
れ
て
、
偏
に
怠
り

が
ち
に
、
不
浄
な
る
気
立
に
て
、
農
業
を
い
と
な

め
バ
、
其
心
違
へ
る
を
以
て
、
天
道
の
め
ぐ
ミ
に

も
れ
、
い
っ
と
な
く
、
田
畠
も
癖
あ
れ
、
年
を
へ
、

月
を
か
さ
ね
、
災
い
や
ま
し
、
飢
寒
の
う
れ
へ
に

せ
ま
り
、
後
々
ハ
父
子
夫
婦
も
は
な
れ
る
＼
に

な
り
、
終
に
人
つ
か
れ
ハ
れ
の
身
と
お
ち
ぶ
れ
、

貧
苦
の
か
な
し
ミ
や
む
時
な
し
。
然
れ
バ
心
あ
ら
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ん
農
民
ハ
、
必
後
の
う
れ
へ
を
思
ひ
て
、
あ
ら
か

じ
め
、
ふ
せ
ぐ
べ
し
。
天
の
時
に
し
た
が
ひ
、
一

寸
の
光
陰
を
も
大
切
に
お
し
み
て
、
農
業
に
身
を

投
ち
、
心
を
用
る
こ
と
慎
で
お
こ
た
る
事
な
か
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
二
；
八
四
ペ
ー
ジ
）
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一
耕
作
ハ
天
地
の
恵
に
て
そ
た
つ
も
の
故
年
中
陰
陽
の
考
へ
第
一
な
り
。
夫
陰
陽
の

理
り
ハ
至
て
深
し
と
錐
も
、
耕
作
二
七
る
所
ハ
其
心
を
付
ぬ
れ
ハ
悟
り
安
し
。

農
人
是
を
知
ら
す
ん
ハ
有
べ
か
ら
す
。
其
利
を
能
弁
へ
て
耕
作
を
勤
れ
ハ
利
潤
多

し
。
先
昼
ハ
陽
、
夜
雪
国
也
。
火
止
陽
、
水
ハ
陰
、
土
の
乾
た
る
ハ
陽
、
湿
り

た
る
ハ
陰
、
ね
は
り
か
た
ま
り
た
る
も
陰
、
脆
く
さ
ハ
や
か
な
る
ハ
陽
、
軽
く

　
　
　
（
マ
マ
）

し
て
　
　
過
ぎ
た
る
三
一
の
類
ハ
陰
也
。
重
く
強
く
は
た
く
る
ハ
陽
也
。
此
等

の
類
を
考
へ
土
地
の
心
を
知
る
べ
し
。
仮
初
に
も
陰
気
の
陽
気
に
勝
さ
る
様
二

分
別
し
て
陽
と
陰
と
順
に
よ
く
調
ふ
計
を
専
と
す
べ
し
。

　
此
段
陰
気
の
陽
気
に
勝
さ
る
様
に
分
別
せ
よ
と
有
。
讐
ハ
天
地
の
陰
陽
に
順

　
な
れ
ハ
下
中
に
映
あ
り
、
人
の
陰
陽
不
順
な
れ
ハ
身
に
病
あ
り
、
又
朝
寝
し

　
　
て
遅
く
起
れ
ハ
其
身
の
陰
気
勝
て
陽
気
を
塞
く
故
、
年
月
を
積
り
忽
病
生
し
、

　
家
業
怠
り
家
を
滅
す
也
。
又
男
に
差
図
女
と
女
の
差
図
を
詣
る
男
ハ
陰
陽
逆

　
　
す
る
故
二
士
二
は
家
を
滅
す
事
古
今
其
た
め
し
少
な
か
ら
ず
。
孔
子
も
女
子

…
夫
陰
陽
の
理
り
ハ
至
て
深
し
と
い
へ
ど
も
、
耕

作
に
用
ゆ
る
野
禽
、
其
心
を
付
ぬ
れ
ば
さ
と
り
や

す
し
。
農
人
こ
れ
を
し
ら
ず
ハ
あ
る
べ
か
・
怯
ず
。

其
理
り
を
わ
き
ま
へ
ず
し
て
耕
作
を
つ
と
む
る
ハ
、

多
く
の
苦
労
を
な
す
と
い
、
へ
ど
も
、
利
潤
を
得
る

事
少
な
し
。
先
土
の
し
め
り
た
る
ハ
陰
な
り
。
乾

き
た
る
ハ
陽
な
り
。
ね
バ
り
か
た
ま
り
た
る
ハ
陰

な
り
。
脆
く
、
さ
ハ
や
か
な
る
ハ
陽
な
り
。
か
る

く
じ
て
柔
か
過
た
る
油
引
の
類
ハ
陰
な
り
。
重
く

強
く
は
ら
・
ぐ
類
は
陽
な
り
。
此
等
の
類
を
を
し

は
か
り
て
、
土
地
の
心
を
し
る
べ
し
。
仮
初
に
も

陰
気
の
陽
気
に
勝
ざ
る
や
う
に
分
別
し
、
陰
陽
の

よ
く
調
る
計
を
専
と
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
八
～
四
九
ペ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
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と
小
人
と
ハ
養
ひ
か
た
し
と
宣
ふ
。

口

．一

k
作
に
ハ
多
く
の
心
得
あ
り
。
先
我
身
の
分
恨
を
能
盗
り
て
田
畑
を
作
る
べ
し
。

　
各
其
分
際
よ
り
内
は
な
る
を
良
と
す
。
其
分
に
過
る
を
甚
悪
し
・
と
す
。
此
故

　
に
家
内
の
人
数
を
計
り
て
田
畑
を
少
内
輪
に
作
る
べ
し
。
さ
す
れ
は
心
の
侭
に

　
耕
転
ず
る
事
故
二
、
能
稔
て
取
収
め
よ
き
も
の
也
。
又
分
外
に
多
く
作
る
時
ハ

　
手
回
し
成
兼
あ
く
ミ
仕
事
手
後
れ
思
ひ
の
外
取
収
て
物
成
あ
し
き
者
也
。
第
一

　
家
内
の
働
に
よ
る
口
な
れ
ハ
、
家
族
ハ
云
に
及
す
下
男
女
心
情
を
か
け
賞
罪

　
を
正
し
、
仕
事
の
出
来
よ
き
時
ハ
誉
、
又
出
来
の
悪
し
き
日
も
非
は
籾
今
日
ハ

　
仕
事
の
出
来
少
し
よ
ろ
し
か
ら
ね
共
、
箇
様
の
密
議
何
ぞ
差
支
心
霊
ひ
杯
あ
り
、

　
却
て
皆
々
精
力
を
尽
し
嚥
草
臥
い
ら
ん
と
な
ぐ
り
置
予
期
（
此
段
か
く
へ
っ
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
）

　
方
悪
く
心
得
か
た
き
事
も
あ
ら
ば
、
其
日
の
人
数
書
留
置
、
人
の
善
悪
を
考
へ
、

　
其
中
こ
て
実
意
成
も
の
を
改
、
追
テ
内
々
聞
三
時
ハ
善
悪
虚
実
分
明
に
知
る
事

　
も
有
、
其
上
に
て
人
の
遣
ひ
様
有
。
然
共
主
人
た
る
者
ハ
日
々
夜
々
心
を
三
尊

　
場
へ
赴
き
、
召
遣
の
者
へ
下
知
を
な
す
べ
し
。
内
に
選
り
居
て
ハ
仕
事
の
進
退

　
知
れ
る
も
の
こ
非
す
、
代
々
下
人
共
二
農
事
を
勤
可
申
肝
要
也
。
是
天
理
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
）

　
も
叶
ふ
て
順
也
。
萬
事
順
成
れ
ハ
則
ち
福
有
、
虚
血
ハ
則
ち
禍
有
と
思
ふ
べ

　
し
）
。
又
折
々
ハ
下
男
女
に
も
魚
肉
な
と
与
へ
浮
世
の
物
語
直
し
て
興
し
、
籾

　
其
方
共
も
只
今
手
前
か
仕
事
を
出
精
し
て
く
れ
る
と
云
ふ
も
の
・
、
給
金
賃
銭

（
2
1
）

…
抑
耕
作
に
ハ
多
く
の
心
得
あ
り
、
先
農
人
た
る

も
の
ハ
、
我
身
上
の
分
限
を
よ
く
は
か
り
て
田
畠

を
作
る
べ
し
。
各
其
分
限
よ
り
内
バ
な
る
を
以
て

よ
し
と
し
、
其
分
に
過
る
を
以
て
甚
あ
し
・
と
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
七
～
四
八
ペ
ー
ジ
）

…
多
少
下
人
を
つ
か
ふ
も
の
ハ
、
心
を
ね
ん
ご
ろ

に
用
ひ
て
、
仁
愛
を
専
と
し
、
正
直
信
実
を
本
と

し
、
善
悪
を
わ
か
ち
、
賞
罰
を
正
し
く
し
て
、
己

を
和
学
に
心
よ
く
し
て
人
を
つ
か
ヘ
バ
、
下
人
も

又
、
心
い
さ
ミ
苦
労
を
わ
す
れ
て
つ
と
む
る
ゆ
へ
、

其
仕
事
の
は
か
ゆ
く
の
ミ
な
ら
ず
、
五
穀
等
の
生

成
も
自
ら
滞
ら
ず
、
よ
く
長
じ
よ
く
実
の
る
も
の

な
り
。
　
　
　
　
　
　
（
四
九
～
五
〇
ペ
ー
ジ
）
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を
取
る
か
ら
ハ
則
我
身
の
仕
事
を
L
3
1
る
と
心
得
、
常
々
正
直
信
実
に
無
間
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
「
　
　
一
）

勤
れ
ハ
必
天
の
御
恵
有
て
後
々
福
来
る
と
い
ふ
事
を
念
頭
に
教
れ
ハ
、
皆
々
勇

ミ
て
辛
労
を
も
こ
ら
い
、
陰
表
な
く
働
く
故
仕
事
は
か
行
自
ら
五
穀
能
成
長
す

る
様
に
な
る
も
の
也
。
遺
教
抄
第
二
巻
に
一
年
の
計
ハ
春
耕
に
あ
り
、
春
耕
さ

れ
ハ
秋
の
通
な
し
、
一
日
の
計
ハ
鶏
明
二
あ
り
、
是
を
只
々
考
へ
明
日
の
業
ハ

前
夜
よ
り
工
夫
を
定
め
暁
方
起
て
天
気
の
晴
雨
を
能
見
定
手
配
す
べ
し
。
前
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

に
眠
る
如
く
一
日
に
一
時
つ
・
と
錐
も
増
と
減
と
の
違
に
て
ハ
莫
太
の
損
益
な

れ
ハ
、
一
日
に
一
時
つ
・
働
き
出
す
事
を
家
風
と
す
れ
ハ
、
塵
積
て
山
と
な
る

理
合
こ
て
天
地
の
道
に
合
ふ
三
二
、
三
二
過
ぎ
た
る
祈
祷
も
な
く
、
諺
こ
か
せ

ぐ
に
追
付
貧
乏
な
し
と
い
ふ
如
く
、
自
ら
耕
作
よ
く
稔
長
年
の
土
塁
に
し
て
又

来
る
年
も
如
斯
、
仕
馴
仕
来
家
法
と
成
、
次
第
に
家
栄
へ
子
孫
長
久
な
る
べ

　
　
　
　
　
（
レ
）

し
。
然
則
先
祖
へ
孝
と
な
り
子
孫
ヘ
ハ
慈
愛
と
な
り
、
其
身
も
安
楽
に
て
年
寄

程
富
貴
に
成
、
家
督
ハ
子
に
譲
り
楽
隠
居
の
楽
し
ミ
此
上
あ
る
べ
か
ら
す
。

文
古
語
に
も
い
へ
る
ご
と
く
、
一
年
の
計
風
懐
の

耕
に
あ
り
、
一
日
日
計
ぱ
鶏
鳴
に
あ
る
事
な
れ
ば
、

未
明
よ
り
起
て
早
朝
陽
気
に
つ
れ
て
、
田
畠
に
出

て
動
く
べ
し
。
又
去
る
日
の
仕
事
を
則
前
夜
よ
り

考
へ
定
め
お
き
、
暁
方
お
き
て
天
気
の
晴
雨
を
よ

く
見
ハ
か
り
て
、
猶
其
日
の
手
く
バ
り
を
定
む
べ

し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
〇
ペ
ー
ジ
）
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一
百
姓
ハ
農
具
を
撰
ミ
て
遣
ふ
べ
し
。
農
人
精
力
を
尽
す
と
錐
も
農
具
悪
し
け
れ

ハ
仕
事
の
し
る
し
な
き
も
の
也
。
少
し
の
費
を
厭
は
す
鉄
拝
良
き
を
調
へ
用
ゆ

れ
ハ
、
思
の
外
仕
事
の
は
か
ゆ
き
て
益
多
し
。
鎌
ハ
猶
以
よ
き
を
遣
ふ
べ
し
。

其
鎌
｝
年
稲
妻
を
刈
て
翌
年
山
草
を
刈
る
様
に
年
々
心
掛
て
よ
し
。

○
惣
じ
て
農
具
を
ゑ
ら
び
、
そ
れ
ぐ
の
土
地
に

随
て
宜
き
を
用
ゆ
べ
し
。
　
　
（
六
七
ペ
ー
ジ
）

…
農
具
の
類
あ
し
け
れ
バ
、
農
人
精
力
を
尽
す
と

い
へ
ど
も
、
仕
事
の
し
る
し
ハ
な
き
物
な
り
。
些
少

の
つ
い
へ
を
い
と
ハ
ず
し
て
、
か
ね
よ
き
農
具
を

（
2
2
）



（
2
3
）
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一
農
業
ハ
牛
（
悪
症
の
牛
又
高
値
の
牛
求
へ
か
ら
す
、
中
位
か
よ
し
）
の
良
悪
二

て
益
不
益
有
、
又
牛
の
飼
様
甚
大
事
也
。
其
家
内
主
た
る
者
ハ
大
家
小
家
共
牛

を
大
切
に
す
べ
し
。
下
人
任
せ
こ
す
べ
か
ら
す
。
先
此
辺
に
て
ハ
山
野
の
草
ハ

申
に
及
す
、
℃
年
中
の
糠
類
、
藁
、
大
小
豆
の
か
ら
、
稗
粟
の
か
ら
切
持
ぬ
、
糠

へ
交
り
け
ん
縄
手
草
ハ
牛
の
喰
ぬ
草
類
や
悪
し
き
草
を
除
き
て
干
、
又
麦
刈
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

時
を
考
へ
、
籾
水
の
飼
様
朝
夕
四
季
の
か
げ
ん
有
（
夏
土
用
中
出
　
水
呑
て
よ

し
）
白
水
棚
下
の
洗
水
ホ
猶
以
て
冬
春
の
飼
料
別
し
て
大
事
也
。
春
の
牛
や
せ

た
る
家
ハ
必
身
上
あ
し
き
者
也
。

　
牛
ハ
其
家
の
妻
女
た
る
者
飼
様
心
掛
べ
し
、
男
た
る
者
ハ
外
と
へ
出
る
事
故

　
行
届
ぬ
事
有
。

用
意
し
、
思
ひ
の
ま
・
に
は
た
ら
く
べ
し
。
し
か

る
噂
ハ
い
と
な
む
わ
ざ
心
よ
く
し
て
、
覚
え
ず
し

ら
ず
、
は
か
行
て
、
土
地
の
心
も
を
の
つ
か
ら
よ

く
な
る
物
な
り
。
　
　
　
　
　
（
五
一
ペ
ー
ジ
）
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一
田
畠
ハ
年
々
に
替
へ
、
地
を
休
て
作
る
を
良
と
す
。
然
共
地
余
計
無
て
ハ
替
ゆ

る
事
な
ら
す
ハ
、
植
も
の
を
出
て
作
る
べ
し
。
毎
年
一
種
を
作
る
べ
か
ら
す
。

所
に
よ
り
水
田
杯
一
年
休
め
又
貸
畠
と
な
し
作
れ
押
土
の
気
転
し
て
盛
ん
に
也
、

…
又
田
畠
ハ
年
々
に
か
へ
、
地
を
や
す
め
て
作
る

を
よ
し
と
す
。
し
か
れ
ど
も
地
の
余
計
な
く
て
、

か
ゆ
る
事
の
な
ら
ざ
る
ハ
、
う
ゑ
物
を
か
へ
て
作



虫
気
も
な
く
稔
一
倍
も
有
物
と
か
や
。
此
辺
こ
て
姻
草
地
の
跡
稲
の
能
出
来
る

理
り
な
る
べ
し
。
凡
土
ハ
但
し
替
．
れ
ハ
陽
気
多
く
、
執
書
す
れ
ハ
陰
気
多
し
と

心
得
べ
し
。
晴
た
る
日
に
耕
し
其
土
白
く
干
た
る
時
揆
砕
き
て
よ
し
、
耕
植
共

に
陰
陽
を
調
て
天
地
の
徳
を
助
く
べ
し
。

る
へ
し
。
所
に
よ
り
水
田
を
一
、
二
年
も
畠
と
な

し
作
れ
バ
、
土
の
気
、
転
じ
て
さ
か
ん
に
な
り
、

草
生
ぜ
ず
虫
気
も
な
く
、
実
の
り
一
倍
も
あ
る
物

な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
八
ペ
ー
ジ
）

…
さ
て
畠
物
に
て
土
気
よ
ハ
り
た
る
時
、
又
本
の

水
田
と
な
し
稲
を
つ
く
れ
バ
、
是
又
一
、
二
年
も

土
地
転
じ
て
、
大
利
を
う
る
も
の
な
り
。
…
凡
土

ハ
転
じ
か
ゆ
れ
バ
陽
気
多
く
、
又
執
滞
す
れ
バ
陰

気
お
ほ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
（
四
八
ペ
ー
ジ
）

…
晴
た
る
日
に
耕
し
、
其
土
臼
く
干
た
る
時
か
き

く
だ
き
、
…
。
農
人
よ
く
此
理
り
を
弁
へ
、
凡
耕

し
う
ゆ
る
事
ご
と
に
、
皆
陰
陽
を
調
て
、
天
地
の

徳
を
た
す
く
べ
し
。
　
　
　
　
（
四
九
ペ
ー
ジ
）

一156一

156

一
種
子
物
ハ
五
穀
二
限
ら
す
種
を
謂
ふ
事
肝
要
也
。
是
生
物
の
根
元
則
生
理
其
中

に
有
事
な
れ
ハ
慎
て
大
切
に
す
へ
き
事
也
。
作
物
過
も
せ
す
応
仁
に
出
来
て
虫
気

の
痛
も
な
く
、
色
よ
く
う
る
バ
し
き
を
常
の
刈
時
よ
り
猶
よ
く
熟
し
て
刈
取
稲

ハ
雌
穂
を
見
分
て
回
り
取
る
べ
し
。
左
の
図
を
見
て
考
ふ
べ
し
。

　
古
今
原
始
二
云
ク
、
炎
帝
神
農
氏
始
メ
テ
澤
五
穀
種
教
民
作
未
矩
以
耕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
一
　
レ
　
　
ニ
　
　
　
］

　
稼
、
此
力
農
之
始
メ
ナ
リ
云
々
。
又
日
本
書
紀
神
代
巻
日

　
　
　
　
　
　
レ

　
五
穀
に
か
ぎ
ら
ず
、
万
つ
の
物
、
た
ね
を
ゑ
ら
ぶ

事
肝
要
な
り
。
是
生
物
の
根
源
に
て
、
則
生
理
心

中
に
あ
る
事
な
れ
バ
、
穿
て
大
切
に
す
べ
き
こ
と

な
り
。
作
り
物
の
過
も
せ
ず
、
よ
き
程
に
出
来
て
、

虫
気
の
痛
も
な
く
、
色
よ
く
う
る
ハ
し
き
を
、
常
の

か
り
し
ほ
よ
り
猶
よ
く
熟
し
て
刈
取
、
雌
穂
を
見

キ

（
2
4
）



（
2
5
）

徳山敬猛『農業子孫養育草』　155

天
照
大
神
喜
之
日
、
是
即
下
則
チ
顕
見
蒼
生
二
食
而
話
之
也
。
乃
二
王

　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
二

稗
麦
、
為
陸
田
種
子
、
以
稲
為
永
田
種
子
。
又
因
定
古
品
今
地
頭
庄
屋

即
以
涯
始
テ
概
丸
狭
処
長
田
・
其
聾
唖
凡
鍵
如
・
然
モ
甚
快

　
　
二
　
　
　
一
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ナ
リ
ト
ア
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
苗
穂

右
に
述
ル
如
く
稲
種
を
取
ル
ニ
ハ
、
中
分
ハ
能
く
稔
麗
し
き
を
見
立
、
其
田

を
幾
度
も
改
、
交
り
稲
枯
穂
稗
杯
を
悉
く
取
り
、
其
後
よ
く
熟
し
て
刈
、
別

に
干
て
扱
、
其
稲
な
ら
ハ
そ
ろ
く
打
よ
く
ひ
ま
ひ
を
し
て
俵
に
入
置
へ
し
。

　
　
種
籾
撰
方
図

汽
．

　
　
．
－
此
穂
末
所
二

灘
ぼ
一
筋
下
・

講
穂

£
3
6
　
し
き

’．

|
‘

．
窄
‘

　
　
妙
・
汐

　
　
“
、
乏

　
。
璽
＝
、

舞
糞
響

津
「
’
・

辮
　
緩

諺
F

　
“
㍉
も

熱
、
此
葉
・
所

翁
誕
鵬
揃

霧
　
是
ハ
上
・
穂

驚
戴
縣

募
傷
間
。
．

が
心
を
付
べ
し

分
て
ゑ
り
と
る
べ
し
。

（
六
九
ペ
ー
ジ
）

一155一

右
ハ
苗
代
種
籾
の
撰
方
二
て
取
実
多
少
あ
り
、
此
事
越
中
国
国
川
郡
何
某
試

し
に
、
藁
一
束
に
凡
籾
五
合
程
つ
、
余
分
有
。
さ
れ
ハ
田
壱
反
二
付
獄
則
壱



斗
五
升
と
見
へ
る
。
一
国
二
て
ハ
莫
大
の
益
也
。
籾
又
同
国
国
国
郡
何
某
種

籾
を
撰
し
時
、
穂
の
目
方
を
試
し
に
、
女
苗
穂
ハ
男
苗
穂
よ
り
二
十
穂
こ
て

凡
八
匁
つ
・
余
計
有
事
也
と
そ
、
如
斯
益
あ
る
に
違
な
き
よ
し
。
加
州
金
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
レ
）

松
村
氏
よ
り
聞
け
り
。
因
て
農
家
へ
是
を
伝
ふ
。

　
　
文
化
十
四
丁
丑
年
四
月
　
　
　
　
濃
州
大
垣
深
造
舎
ト
ア
リ

右
ハ
文
政
四
辛
己
正
月
勝
山
松
毬
庵
予
か
耕
作
を
大
切
に
心
掛
る
事
を
察
し

て
写
し
送
り
給
ふ
。
是
則
天
の
与
へ
と
感
入
、
同
年
の
秋
よ
り
少
し
つ
・
女

苗
穂
を
撰
け
る
か
弥
二
取
実
よ
し
。
又
文
政
七
尊
卑
七
月
伯
州
大
庄
屋
足
羽

氏
よ
り
板
行
に
し
て
方
々
へ
配
は
ら
れ
け
る
を
白
髪
国
蔵
立
帰
り
引
合
候
所

右
同
文
言
な
り
。
依
て
種
積
帳
二
も
書
入
置
く
．
也
。

一
粟
稗
の
類
ハ
其
畠
二
て
穂
太
く
色
よ
き
を
抜
穂
に
し
て
つ
り
置
べ
し
。

…
又
七
三
な
ど
の
類
ハ
、
其
畠
に
て
よ
く
秀
で
色

よ
き
を
ゑ
ら
び
、
鳳
き
穂
に
し
て
つ
り
置
へ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
九
ペ
ー
ジ
）

一　154　一

一
大
豆
小
豆
の
類
は
、
粒
揃
て
色
つ
や
よ
き
を
種
と
す
べ
し
。

154

一
物
種
を
置
所
ハ
土
蔵
を
よ
し
と
す
。
湿
気
に
ふ
れ
ざ
る
様
注
意
す
べ
し
。

：
物
だ
ね
を
お
さ
め
置
所
ハ
、
土
蔵
を
よ
し
と
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
六
九
～
七
〇
ペ
ー
ジ
）

（
2
6
）
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一
惣
而
物
種
ハ
能
々
吟
卑
し
て
少
し
損
し
た
る
を
蒔
べ
か
ら
ず
。
，
痛
た
る
種
ハ
一

（
マ
マ
）

段
生
し
栄
へ
る
様
な
れ
共
、
終
に
ハ
か
し
け
て
枯
る
、
也
。

一
息
り
た
る
種
を
蒔
へ
か
ら
す
。
春
て
多
く
減
て
も
精
ら
け
に
成
か
た
し
。
飯

に
炊
て
ハ
む
ら
に
へ
し
て
味
二
士
悪
し
く
、
一
切
種
の
撰
ひ
悪
し
け
れ
ハ
色
々

の
損
多
し
。
疎
に
す
べ
か
ら
す
。
惣
て
物
種
ハ
能
く
干
し
て
貯
ふ
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

○
又
物
だ
ね
を
ゑ
ら
ぶ
事
、
…
能
吟
味
し
て
、
少

も
損
じ
た
る
を
一
拝
う
ゆ
る
べ
か
ら
ず
。
少
に
て

も
痛
た
る
た
ね
ハ
、
一
旦
生
じ
栄
る
や
う
な
れ
ど

も
、
終
に
か
じ
け
て
死
る
物
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
〇
ペ
ー
ジ
）

…
尤
量
り
た
る
た
ね
を
う
ゆ
べ
か
ら
ず
。
春
て

多
く
減
て
も
し
ら
げ
に
な
り
が
た
し
。
耀
に
ハ
ま

じ
り
あ
り
て
、
見
つ
き
あ
し
く
、
飯
に
炊
て
は
む

ら
に
ゑ
し
て
、
味
ま
で
よ
か
ら
ず
。
物
ご
と
た
ね

の
ゑ
ら
ぴ
あ
し
け
れ
バ
、
色
々
の
損
多
し
。
懇
に

ゑ
ら
ぶ
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
（
七
〇
ペ
ー
ジ
）

○
又
五
穀
の
種
を
よ
く
干
あ
げ
、
…
虫
の
付
事
な

き
も
の
な
り
。
　
　
　
（
七
〇
～
七
一
ペ
ー
ジ
）

一153一

一
稲
に
赤
米
営
外
色
の
悪
し
き
米
の
操
る
杯
ハ
其
種
の
撰
悪
し
き
故
也
。
少
の
手

間
に
て
過
分
の
徳
用
と
な
る
事
な
れ
ハ
、
作
人
た
る
も
の
能
心
得
、
種
を
撰
べ

し
。

○
又
稲
に
赤
米
其
外
色
の
あ
し
き
米
の
辿
る
な
ど

ハ
、
多
く
ハ
、
其
た
ね
を
ゑ
ら
ぶ
事
委
し
か
ら
ざ

る
ゆ
へ
な
り
。
少
の
手
間
に
て
過
分
の
違
と
な
る

事
な
れ
バ
、
作
人
た
る
も
の
つ
・
し
み
て
ゑ
ら
ぶ



へ
き
事
也
。

（
七
ニ
ペ
ー
ジ
）

㎝
耕
作
ハ
一
種
の
物
を
作
り
て
ハ
悪
し
き
者
也
と
老
人
の
咄
を
聞
伝
ふ
。
能
作
り

当
れ
ハ
大
利
を
得
る
と
錐
、
年
に
よ
り
天
気
の
不
順
育
て
其
一
品
の
作
悪
し
き

時
ハ
迷
惑
に
及
ふ
者
也
。
ロ
バ
数
々
作
れ
ハ
悪
し
き
作
あ
り
て
も
、
又
よ
き
者
あ

り
。
大
切
に
心
得
べ
し
。

此
段
兼
て
聞
覚
た
る
事
な
れ
共
時
二
流
行
の
稲
有
り
、
採
種
を
専
ら
に
作
れ
ハ
、

苗
代
田
植
一
二
ホ
の
勝
手
よ
き
者
故
一
種
の
稲
を
多
く
作
る
者
也
。
然
る
に
今

年
文
政
八
三
三
夏
土
用
三
三
ハ
一
統
豊
，
年
な
ら
ん
と
悦
ふ
処
、
土
用
明
の
頃
よ

り
北
風
十
日
計
り
吹
き
、
俄
に
冷
気
強
く
、
其
風
に
あ
ふ
た
る
稲
不
熟
多
し
。

或
ハ
竹
薮
家
陰
谷
の
そ
む
け
に
よ
り
て
風
を
除
け
た
る
虚
礼
稔
り
よ
し
。
さ
あ

れ
ハ
農
民
た
る
者
常
々
此
心
得
あ
る
べ
し
。
右
悪
風
二
て
忽
天
地
の
陰
陽
不
順

に
な
り
不
熟
と
成
り
し
ハ
天
災
な
り
、
恐
る
べ
し
く
。

○
又
前
漢
書
に
記
し
を
け
る
ハ
、
穀
を
種
る
こ
と

ハ
｝
色
を
多
く
ハ
作
る
べ
か
ら
ず
と
。
い
か
ん
と

な
れ
ば
五
穀
を
始
め
、
色
々
雑
穀
数
多
く
作
れ
ば
、

た
と
ひ
凶
年
に
て
も
、
其
中
に
必
利
を
得
物
も
あ

る
事
な
れ
ば
、
皆
損
ず
る
ま
で
の
愁
ハ
な
し
。
若

一
種
を
多
く
作
り
て
、
相
応
す
る
年
三
大
利
を
得

る
事
も
あ
れ
ど
、
そ
れ
ハ
稀
に
し
て
、
災
害
に
あ

ふ
事
ハ
多
し
。
農
人
必
色
々
を
作
る
べ
し
と
見
え

た
り
。
殊
に
土
地
の
相
応
不
相
応
も
あ
り
、
品
々

の
た
ね
を
求
め
作
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
二
～
＝
三
ペ
ー
ジ
）

一152　一

152

一
春
の
耕
ハ
冬
至
よ
り
五
十
五
日
に
当
る
頃
菖
蒲
の
初
て
芽
立
を
見
て
（
菖
蒲

ハ
百
草
に
先
立
て
生
る
も
の
な
る
よ
し
）
耕
し
行
る
も
の
と
古
書
に
見
へ

た
り
。
さ
れ
と
此
山
中
二
大
雪
余
寒
気
強
く
草
木
の
芽
立
も
遅
け
れ
ハ
、
往
古
よ

り
仕
来
り
言
伝
又
暦
を
見
て
考
へ
可
レ
申
事
也
。
，
一
村
の
内
こ
て
も
陰
陽
の
遅
速

○
さ
て
春
の
耕
し
ハ
、
冬
至
よ
り
五
十
五
日
に
当
る

時
分
、
菖
蒲
の
撃
て
め
だ
つ
を
見
て
耕
し
始
る
物

な
り
。
菖
蒲
ハ
百
草
に
先
立
て
生
ず
る
物
な
れ
バ
、

是
を
目
当
と
す
る
聖
寿
。
…
す
べ
て
田
畠
共
に
一

（
2
8
）
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あ
り
。
当
意
二
て
も
白
髪
と
中
原
雪
降
や
う
二
時
も
異
な
り
、
さ
れ
ハ
雪
解
二

随
ひ
陽
気
の
催
し
を
見
合
耕
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鋤
）

一
春
の
耕
ハ
黎
て
其
侭
起
に
て
若
く
べ
し
。
春
ハ
風
巻
き
故
□
て
久
し
く
置
ハ
、

干
乾
キ
過
う
つ
け
て
土
性
ぬ
く
る
も
の
也
。

一
黎
て
間
を
置
日
数
を
経
れ
ハ
雨
に
逢
ひ
て
塊
の
性
ぬ
け
陰
気
底
に
と
を
し
て
甚

悪
し
き
事
也
。

村
の
内
に
し
て
も
、
所
に
よ
り
陽
気
の
遅
速
あ
る

事
な
れ
バ
、
寒
気
の
早
く
し
り
ぞ
く
所
よ
り
、
段

々
に
耕
す
心
得
す
べ
し
。
　
　
　
（
五
一
ペ
ー
ジ
）

又
春
の
耕
し
ハ
手
に
尋
で
労
す
と
て
、
黎
て
そ
の

ま
・
杷
に
て
か
く
べ
し
。
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
春

ハ
風
お
ほ
き
ゆ
へ
、
す
き
て
か
・
ず
そ
の
ま
・
を

け
バ
土
か
ハ
き
過
、
う
つ
け
て
、
性
ぬ
く
る
も
の

な
り
。
　
　
　
　
　
（
五
一
～
五
ニ
ペ
ー
ジ
）

…
黎
て
問
を
を
き
、
日
数
を
ふ
れ
バ
、
雨
に
あ
ひ

て
、
塊
の
性
ぬ
け
、
陰
気
そ
こ
に
と
を
り
て
、
甚

き
ら
ふ
事
な
り
。
耕
さ
、
・
る
に
ハ
お
と
れ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
二
ペ
ー
ジ
）

一151

一
黎
一
瀧
六
と
云
ふ
事
有
。
是
ハ
一
度
黎
て
ハ
六
度
基
き
こ
な
せ
と
い
う
事
也
。

黎
事
ハ
い
か
に
も
平
ら
か
に
む
ら
な
く
か
く
事
ハ
数
度
か
き
て
よ
し
。
か
き
こ

な
す
喉
骨
に
し
て
塊
な
か
ら
ん
か
た
め
也
。
細
か
に
よ
く
か
き
た
る
地
ハ
う
る

ほ
ひ
能
く
、
水
を
保
つ
故
少
々
の
旱
二
も
乾
か
す
し
て
苗
干
す
。
兎
角
土
細
か

○
又
黎
一
、
吊
目
と
早
事
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
八
ペ
ー
ジ
）

…
又
写
こ
と
ハ
い
か
に
も
平
ら
か
に
む
ら
な
く
、

か
く
事
ハ
ニ
三
ぺ
ん
も
い
か
程
も
く
ハ
し
き
を
よ



に
し
て
和
か
ざ
れ
ハ
作
り
物
の
利
潤
少
し
と
心
得
べ
し
。
殊
に
苗
の
根
の
あ
し

き
土
に
は
思
ひ
あ
わ
す
、
土
あ
ら
け
れ
ハ
肥
も
む
ら
交
り
あ
る
故
塁
。

し
と
す
る
事
也
。
是
か
き
こ
な
す
事
の
懇
に
し
て
、

塊
な
か
ら
ん
が
た
め
な
り
。
細
か
に
よ
く
か
き
た

る
地
ハ
、
う
る
ほ
ひ
を
よ
く
た
も
つ
ゆ
へ
、
少
々

の
旱
に
も
か
ハ
か
ず
し
て
、
苗
い
た
ま
ず
。
と
か

く
土
細
か
に
し
て
和
ら
が
ざ
れ
バ
、
作
り
物
の
利

潤
少
し
と
し
る
べ
し
。
苗
の
根
、
あ
ら
き
土
に
ハ

思
ひ
あ
ハ
ず
、
糞
も
む
ら
交
り
あ
る
ゆ
へ
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
二
～
五
三
ペ
ー
ジ
）
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一
耕
し
ハ
肥
土
斗
り
平
か
に
す
べ
し
．
、
若
深
く
し
て
底
の
生
土
を
動
か
せ
ハ
、
毒

気
上
に
揚
り
て
干
て
作
物
の
育
ち
悪
し
。
殊
更
植
付
前
の
仕
様
深
く
し
て
生
土

動
け
ハ
薄
志
土
の
毒
気
二
当
り
て
栄
へ
か
た
し
。
又
苗
の
立
根
か
底
の
細
土
と

思
ひ
合
さ
れ
ハ
稔
り
よ
か
ら
ぬ
者
也
d
惣
て
三
子
ハ
図
根
よ
り
生
る
と
心
得
べ

し
。
然
る
故
に
根
の
下
に
塊
も
な
く
、
又
に
か
土
も
な
き
様
に
椿
へ
、
肥
も
根

の
下
に
能
く
回
心
得
す
べ
し
。

，

…
重
て
す
く
事
ふ
か
く
し
て
、
生
土
を
う
こ
か
せ

バ
、
毒
気
上
に
あ
が
り
て
、
却
て
う
へ
物
い
た
む

も
の
な
り
。
…
た
ね
生
土
の
毒
気
に
あ
た
り
て
、

生
じ
が
た
く
、
さ
か
へ
が
た
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
三
ペ
ー
ジ
）

…
苗
の
立
根
が
底
の
細
土
と
思
ひ
合
ざ
れ
バ
、
ミ

の
り
よ
か
ら
ぬ
も
の
な
り
。
物
ご
と
穀
子
ハ
立
根

よ
り
生
ず
る
と
心
得
べ
し
。
然
故
に
根
の
下
に
塊

も
な
く
、
又
に
が
土
も
な
き
や
う
に
こ
し
ら
へ
、

糞
も
根
の
下
に
能
行
わ
た
る
心
得
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
八
～
五
九
ペ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
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一
土
の
性
に
よ
り
繁
く
か
く
べ
か
ら
ざ
る
も
間
に
ハ
あ
る
べ
し
。
細
砂
の
弱
く
柔

か
な
る
地
、
灰
の
如
く
力
な
く
か
る
き
土
杯
は
、
さ
の
ミ
し
け
く
揆
べ
か
ら
す
。

是
ホ
の
土
ハ
少
々
塊
あ
り
と
も
性
を
も
た
せ
置
力
と
す
る
也
。
一
偏
に
二
君
ふ

へ
か
ら
す
、
所
二
よ
り
時
に
よ
り
て
機
転
を
用
べ
し
。

…
雪
景
土
の
性
に
よ
り
、
し
げ
く
か
く
べ
か
ら
ざ

る
も
、
間
に
ハ
あ
る
べ
し
。
細
沙
の
地
、
弱
や
ハ

ら
か
な
る
地
、
灰
の
ご
と
く
ち
か
ら
な
く
か
る
き

土
な
ど
ハ
、
さ
の
ミ
し
げ
く
ハ
か
く
へ
か
ら
ず
。

此
等
の
土
ハ
少
々
塊
あ
り
と
も
、
性
を
も
た
せ
を

き
、
力
と
す
る
事
也
。
一
偏
に
ハ
思
ふ
べ
か
ら
ず
。

所
に
よ
り
、
時
に
よ
り
て
、
機
転
を
用
ゆ
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
九
ペ
ー
ジ
）

一
田
も
秋
耕
も
宜
し
。
秋
稲
を
刈
終
り
て
一
日
も
早
く
黎
立
、
横
機
甲
も
掻
き
置
、

白
く
干
た
る
時
又
二
三
辺
か
き
、
雪
霜
二
逢
ワ
セ
置
て
、
来
春
地
の
気
和
す
る

時
日
高
を
待
て
遺
す
き
返
す
べ
し
。
秋
耕
の
地
上
草
も
す
く
な
く
春
の
手
回
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

能
稔
も
よ
し
と
云
り
。

○
又
耕
す
事
ハ
麦
を
蒔
地
の
外
も
大
か
た
秋
耕
に

宜
し
。
秋
稲
を
刈
お
ハ
り
て
、
一
日
も
早
く
黎
、

た
て
よ
こ
何
べ
ん
も
か
き
を
き
、
白
く
干
た
る
時
、

又
か
く
事
二
三
遍
し
、
雪
霜
に
あ
ハ
せ
置
て
、
来

春
地
の
気
和
す
る
時
、
日
高
を
待
て
又
す
き
、
か

き
こ
な
す
事
、
三
四
へ
ん
す
れ
バ
、
其
地
さ
ハ
や

か
に
、
…
。
秋
耕
の
地
ハ
、
草
も
を
の
つ
か
ら
す
く

な
く
、
中
う
ち
芸
に
さ
の
ミ
ち
か
ら
入
ず
、
万
づ

徳
分
多
し
。
　
　
　
　
　
　
　
（
五
九
ペ
ー
ジ
）
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一
夏
至
ハ
五
月
中
天
気
始
て
暑
し
。
さ
れ
共
陰
気
ハ
時
時
始
て
萌
さ
す
。
瞬
時
も

隠
男
を
ぐ
る
も
の
也
。
又
夏
至
の
後
九
十
日
昼
夜
等
し
、
善
時
も
又
天
気
和
す
。

凡
此
ホ
の
時
を
以
て
田
畑
を
耕
さ
ハ
甚
よ
し
と
い
へ
り
。

　
　
此
辺
に
て
ハ
夏
至
の
後
旧
事
ハ
大
豆
も
遅
き
位
、
小
豆
麦
雲
叢
麦
蒔
畑
杯
也
。

　
　
心
得
べ
し
。

○
又
夏
至
ハ
天
気
始
て
暑
し
。
さ
れ
ど
も
陰
気
ハ

此
時
始
て
き
ざ
す
。
八
時
も
又
土
と
く
る
も
の
な

り
。
又
夏
至
の
後
九
十
日
、
昼
夜
ひ
と
し
。
此
此

も
又
天
気
和
す
。
凡
此
等
の
時
を
以
て
、
田
畠
を

耕
せ
バ
、
一
度
に
し
て
五
度
に
も
当
る
も
の
な
り
。

こ
れ
を
名
付
て
膏
沢
と
云
て
、
土
の
う
る
ほ
ひ
和

ら
ぐ
時
な
り
。
皆
こ
9
れ
耕
し
て
す
ぐ
れ
て
よ
き
時

な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
ペ
ー
ジ
）

｝
田
の
角
を
打
事
深
く
打
て
其
土
を
湊
へ
出
し
置
べ
し
。
左
な
く
て
ハ
荒
畑
の
時

杷
す
ミ
へ
行
か
ぬ
者
二
て
、
、
塊
土
残
て
悪
し
・
。

一148　一
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「
畦
の
ぬ
り
や
う
大
事
。
稲
ハ
水
に
て
育
つ
も
の
故
少
し
水
洩
れ
た
る
溌
墨
稲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ゼ

出
来
悪
し
く
稔
わ
う
し
。
畦
ハ
土
を
随
分
丈
夫
に
浸
て
水
の
漏
ら
ぬ
様
こ
す
べ

し
。
惣
て
畦
ハ
上
へ
く
と
上
が
る
も
の
故
、
三
四
得
二
て
春
雪
て
畦
を
削
る

時
上
へ
の
平
ら
斗
り
削
り
、
下
タ
平
ハ
其
侭
捨
置
、
ひ
よ
を
畦
と
い
ふ
て
塗
る

時
心
を
付
穴
杯
能
く
く
塞
き
、
中
摯
の
時
畦
の
下
タ
平
を
蕩
々
削
り
、
草
の

な
き
様
に
し
で
置
ハ
、
本
畦
を
ぬ
る
時
勝
手
よ
し
。

（
3
2
）
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本
畦
を
ぬ
る
時
人
々
一
辺
つ
・
撫
で
る
も
の
也
。
予
ハ
ニ
返
つ
・
撫
で
試
る

二
水
保
も
よ
し
。
猶
む
く
ろ
返
し
跡
杯
に
心
を
付
て
能
く
く
凌
へ
、
山
居
も

細
く
な
ら
ぬ
様
二
年
々
丈
夫
二
塗
る
べ
し
。
跡
し
は
若
様
窪
数
を
か
ぞ
へ
跡

見
合
（
長
一
尺
七
寸
二
尺
位
、
巾
六
寸
か
七
寸
）

｝
苗
代
の
事
一
大
事
也
。
右
に
も
述
る
如
く
種
物
ハ
生
物
の
根
元
、
秋
の
稔
の

元
な
れ
ハ
、
大
切
に
持
へ
て
蒔
べ
し
。
予
壮
年
よ
り
心
を
付
る
に
、
苗
の
悪
し

き
ハ
稲
出
来
後
れ
稔
迄
違
ふ
者
也
。
苗
代
ハ
黎
搦
入
念
随
分
地
を
平
か
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
）

て
、
種
ハ
少
し
薄
く
蒔
べ
し
。
尤
不
熟
の
年
ハ
籾
の
取
様
念
を
入
て
も
生
立
悪

敷
者
故
、
種
子
も
少
し
余
り
取
置
平
生
よ
り
厚
く
翫
べ
し
（
苗
代
地
能
く
持
へ
、

種
を
蒔
へ
き
所
ハ
手
二
て
悉
く
押
へ
、
草
も
肥
も
稲
株
も
皆
々
底
床
入
、
肥
へ

土
斗
上
へ
上
り
、
い
か
に
も
む
ら
な
く
持
へ
て
水
を
澄
し
、
少
も
障
も
の
な
く

し
て
蒔
べ
し
）
。
籾
又
苗
代
地
に
冬
肥
ハ
土
湧
上
り
て
湿
生
付
悪
し
、
夏
こ
へ

の
細
々
な
る
を
春
入
て
耕
へ
し
。
又
蒔
時
の
こ
ヘ
ハ
当
家
代
々
の
仕
来
ハ
冬
肥

の
細
々
な
る
に
す
く
も
を
交
せ
合
、
濃
糞
を
か
け
置
、
春
に
成
苗
代
以
前
十
余
日

に
し
て
、
右
の
肥
を
打
確
き
、
又
よ
き
肥
を
か
け
置
（
此
世
の
回
り
ニ
ハ
夏
肥

わ
ら
肥
を
積
て
、
其
中
に
能
く
く
混
ぜ
て
置
也
）
苗
代
地
二
丁
来
り
ぬ
れ
共
、

隣
家
杯
ハ
春
に
成
て
右
の
如
く
肥
を
持
く
。
苗
代
に
量
る
に
敢
て
替
る
由
な
し

（
3
3
）
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と
承
り
、
文
政
八
乙
酉
年
よ
り
春
に
な
り
て
件
の
通
り
糞
を
捲
へ
苗
代
に
搾
る

也
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ロ
く

　
予
苗
代
を
大
切
に
思
ひ
種
々
工
夫
し
て
先
払
を
其
田
に
蒔
、
翌
年
燗
豊
作
に

　
し
て
其
次
の
年
苗
代
に
せ
し
か
、
苗
の
生
立
甚
よ
し
。
如
法
年
々
替
地
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
）

　
て
苗
を
作
り
け
れ
ハ
、
麦
ハ
夫
食
と
な
り
醤
油
二
も
よ
し
、
言
草
ハ
相
応
の

　
価
と
な
り
益
筋
多
し
。
只
秋
の
麦
蒔
人
夫
余
分
い
れ
共
電
の
出
来
よ
く
稲
の

　
育
早
く
稔
よ
し
。

一
苗
代
水
引
様
、
始
ハ
随
分
浅
く
苗
の
延
る
二
随
ひ
少
し
つ
・
深
く
す
べ
し
。
尤

．
種
子
を
蒔
て
五
七
日
の
頃
晴
天
見
合
水
を
干
て
よ
し
。
斯
の
如
く
二
日
も
干
せ

　
ハ
早
く
芽
ふ
き
て
育
つ
者
也
。
又
常
に
天
気
の
よ
き
日
ハ
小
畦
の
端
を
せ
き
溜

　
水
こ
す
れ
ハ
水
温
り
て
時
刻
の
移
る
に
随
ひ
水
減
り
て
、
苗
の
葉
ち
ら
く

　
水
上
に
出
れ
ハ
、
思
の
外
苗
よ
く
延
る
も
の
也
。
中
の
時
頃
堰
を
は
っ
し
置
ハ

　
夜
る
迄
二
水
湛
る
也
。
毎
日
心
を
付
誠
に
赤
子
を
為
る
様
に
す
べ
し
。
惣
て
植

　
付
後
水
の
見
様
至
て
大
事
也
。
晴
雨
の
時
夕
立
昼
夜
の
か
け
ん
て
述
る
に
暇
な

　
し
。
口
傳
。

一146　一
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一
苗
代
肥
に
青
芽
と
て
柳
の
芽
立
を
短
く
刈
て
入
る
事
あ
り
。
さ
れ
共
此
辺
重
て

ハ
芽
立
遅
く
、
何
程
も
芽
吹
不
申
、
四
五
日
前
に
隔
て
束
ひ
、
日
向
の
水
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
レ
）

け
て
よ
し
と
い
へ
り
。
是
ハ
年
々
芽
立
早
を
出
置
置
（
挿
木
よ
し
）
可
申
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
）

也
。
東
伯
大
島
居
辺
を
見
る
に
田
地
の
端
々
二
株
柳
多
し
、
彼
地
ハ
芽
立
早
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

苗
代
肥
に
甚
よ
し
と
承
る
。
予
思
ら
く
、
此
辺
早
稲
刈
時
の
田
に
一
時
早
く
菜

種
を
蒔
育
置
、
折
々
肥
を
仕
込
翌
年
苗
代
肥
に
輝
度
愚
な
か
ら
、
何
と
な
く
延

引
せ
り
。
当
年
文
政
九
の
秋
よ
り
作
り
初
用
て
試
可
申
。
其
段
嗣
子
敬
忠
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
レ
）

る
に
至
て
苗
出
来
立
宜
敷
、
続
て
取
計
居
申
候
。

一
田
畑
を
仕
付
て
苗
草
を
去
て
其
根
を
絶
へ
し
。
稲
萎
と
て
苗
に
よ
く
似
た
る
草

　
　
　
　
（
草
）

あ
り
。
此
ロ
バ
苗
に
さ
き
た
て
茂
り
栄
へ
て
土
地
の
気
を
奪
ひ
蠣
む
故
苗
を
妨

る
也
。
油
断
な
く
取
運
べ
し
。
喩
ハ
草
ハ
主
人
の
如
し
。
元
よ
り
其
所
に
有
り

来
る
羽
越
。
又
苗
ハ
客
人
の
如
し
。
脇
よ
り
の
入
人
な
れ
ハ
、
大
低
の
力
を
入

て
ハ
草
を
除
去
か
た
し
。
悪
き
も
の
・
栄
へ
安
き
と
ハ
世
上
の
常
の
事
な
れ
ハ
、

草
の
栄
て
五
穀
ホ
を
害
す
る
ハ
三
三
か
也
。
山
景
二
上
の
農
人
は
草
の
未
だ
目

に
見
へ
ぬ
内
二
三
る
也
。
ミ
へ
て
後
も
芸
ら
さ
る
を
下
の
農
人
と
い
ふ
。
是
ハ

土
地
の
処
置
人
と
い
ふ
者
二
て
子
孫
の
相
続
覚
束
な
し
。
故
二
勤
べ
し
慎
む
べ
し
。

（
3
5
）

　
す
で
に
、
種
子
を
蒔
、
苗
を
う
へ
て
後
、
農
人

の
つ
と
め
ハ
、
田
畠
の
草
を
さ
り
て
、
頚
根
を
絶

べ
し
。
穣
募
と
て
苗
に
よ
く
似
た
る
草
あ
り
。
此

草
戸
苗
に
先
立
て
し
げ
り
さ
か
へ
、
暫
時
も
さ
ら

ざ
れ
ば
程
な
く
は
び
こ
り
て
、
土
地
の
気
を
う
ば

ひ
篇
む
ゆ
へ
、
苗
を
妨
る
事
か
ぎ
り
な
し
。
由
断

な
く
取
去
べ
し
。
喩
バ
草
ハ
主
人
の
ご
と
し
。
も

と
よ
り
其
所
に
有
来
も
の
な
り
。
苗
ハ
客
人
の
ご

と
く
、
わ
き
よ
り
の
入
人
な
れ
バ
、
大
か
た
の
力

を
用
て
ハ
悉
の
ぞ
き
さ
り
が
た
し
。
其
上
よ
き
物
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ハ
生
立
が
た
く
、
悪
き
物
の
栄
へ
や
す
き
ハ
、
世

上
よ
の
つ
ね
の
事
な
れ
バ
、
草
の
さ
か
へ
て
五
穀

等
を
害
す
る
ハ
甚
速
か
な
る
物
な
り
。
此
ゆ
へ
に
、

上
の
農
人
ハ
、
草
の
い
ま
だ
目
に
見
え
ざ
る
に
中

う
ち
し
芸
り
、
中
の
農
人
ハ
見
え
て
後
芸
る
也
。

み
え
て
後
も
芸
ら
ざ
る
を
下
の
農
人
と
す
。
是
土

地
の
処
ロ
人
な
り
。
　
　
（
八
四
～
八
五
ペ
ー
ジ
）

144

一
畠
物
ハ
苗
生
し
て
馬
耳
の
如
く
な
る
時
中
打
す
る
と
い
へ
と
も
云
り
。
苗
一
二

寸
土
を
生
出
た
る
時
掌
中
の
高
下
窄
む
ら
有
を
ハ
掻
な
ら
し
、
芸
け
ぬ
き
た

る
草
を
田
な
れ
ハ
苗
の
下
二
踏
込
ハ
直
に
肥
と
な
る
。
畠
な
れ
ハ
畦
の
高
き
所

に
灘
け
置
、
枯
て
後
植
物
の
根
の
際
二
寄
置
て
土
を
覆
ひ
、
又
其
上
よ
り
も
肥

を
か
く
れ
ハ
、
枯
た
る
草
腐
り
潰
れ
て
土
よ
く
肥
る
者
也
。
是
を
好
と
云
誤
。

古
よ
り
転
好
亡
く
さ
き
り
草
お
ほ
ふ
と
て
、
草
の
根
に
枯
た
る
草
杯
覆
ひ
置
く

三
三
。

○
又
畠
物
ハ
苗
生
じ
て
、
馬
耳
の
こ
と
く
な
る
時

中
う
ち
す
る
と
も
い
ふ
な
り
。
苗
一
二
寸
土
を
生

出
た
る
時
、
畦
中
の
高
下
、
土
む
ら
有
を
バ
、
．
か

き
な
ら
し
陰
り
、
ぬ
き
た
る
草
を
、
田
な
れ
バ
苗

の
根
の
下
に
踏
こ
ミ
、
畠
な
ら
バ
畦
の
高
き
所
に

灘
げ
を
き
、
か
れ
て
後
う
へ
物
の
根
の
き
ハ
に
よ

せ
置
て
土
を
お
ほ
ひ
、
又
其
上
よ
り
も
、
糞
を
か
く

れ
ば
、
枯
た
る
草
腐
り
つ
ぶ
れ
て
、
土
よ
く
肥
る

も
の
な
り
。
是
を
粁
と
云
な
り
。
古
よ
り
転
粁
ハ
、

く
さ
ぎ
り
、
草
お
ほ
ふ
と
て
、
苗
の
根
に
枯
だ
る

草
か
や
を
お
ほ
ひ
を
く
事
な
り
。
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（
打
を
あ
ら
く
）

一
作
物
の
中
□
□
□
□
□
打
事
悪
敷
、
ロ
バ
草
の
根
を
懇
に
う
ち
さ
り
て
作
り
の
根

　
　
　
　
（
脱
ら
）

に
与
へ
か
す
。
又
春
の
中
打
山
地
を
起
し
、
夏
ハ
草
を
毒
殺
し
か
ら
す
と
心
得

べ
し
。

（
八
五
～
八
六
ペ
ー
ジ
）

○
又
五
穀
排
外
の
中
に
ち
す
る
こ
と
、
…
懇
に
う

つ
こ
と
な
り
。
…
尤
物
に
よ
り
、
時
に
ハ
よ
る
事

な
れ
ど
も
、
強
く
あ
ら
く
中
う
ち
す
る
事
ハ
よ
か

ら
ぬ
事
な
り
。
只
草
の
根
を
懇
に
う
ち
き
り
て
、

苗
の
根
に
あ
ら
く
あ
た
る
べ
か
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
六
ペ
ー
ジ
）

○
又
日
春
の
中
う
ち
ハ
地
を
起
し
、
夏
ハ
草
を
削

殺
し
、
か
ら
す
と
心
得
へ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
六
～
八
七
ペ
ー
ジ
）

一143　一

一
中
打
ハ
始
さ
ら
く
と
軽
く
打
、
二
澱
め
ハ
深
く
、
三
辺
め
ハ
浅
き
か
よ
し
。

何
如
と
な
れ
週
初
一
辺
ハ
草
の
萌
た
・
ん
と
す
る
を
削
殺
し
、
二
辺
め
深
き
ハ

植
物
の
ま
だ
立
根
差
に
て
脇
町
の
栄
ぬ
ま
に
底
の
塊
を
も
打
砕
き
、
根
底
の
気

能
回
る
為
め
也
。
三
辺
め
の
時
ハ
早
脇
根
蔓
こ
る
故
深
く
強
く
打
て
ハ
作
物
痛

事
有
。
中
打
す
る
度
毎
に
干
た
る
細
土
の
底
に
入
て
、
植
物
の
細
根
是
に
思
ひ

合
せ
栄
へ
蔓
ひ
ご
る
心
得
所
要
也
。

○
又
中
う
ち
ハ
始
の
第
「
遍
ハ
深
き
を
好
ま
ず
。

さ
ら
く
と
か
る
く
う
ち
、
二
遍
め
ハ
深
く
す
べ

し
。
一
二
遍
め
よ
り
ハ
次
第
に
浅
き
が
よ
し
。
い
か

ん
と
な
れ
バ
初
の
一
遍
ハ
草
の
め
だ
た
ん
と
す
る

を
削
殺
し
、
二
遍
め
の
深
く
う
つ
事
ハ
、
う
へ
恥

い
ま
だ
、
立
根
バ
か
り
に
て
、
わ
き
根
ハ
さ
か
へ

ぬ
間
に
、
底
の
塊
を
も
う
ち
く
だ
き
、
根
底
の
気
、



よ
く
め
ぐ
る
た
め
な
る
べ
し
。
三
遍
の
時
ハ
、
早

わ
き
根
や
う
や
く
は
び
こ
る
ゆ
へ
、
深
く
強
く
う

て
バ
、
苗
い
た
む
事
あ
り
。
然
故
に
如
レ
此
ぜ
ん

ぐ
に
浅
く
う
つ
事
也
。
い
か
さ
ま
中
う
ち
す
る

度
ご
と
に
、
干
た
る
細
土
の
底
に
入
て
、
う
へ
物

の
細
根
是
に
思
ひ
合
て
さ
か
へ
は
び
こ
る
心
得
す

る
事
、
肝
要
な
り
。
　
　
（
八
七
～
八
八
ペ
ー
ジ
）

一
二
子
心
立
根
の
精
よ
り
生
る
者
な
れ
ハ
、
実
入
を
沃
る
類
の
物
ハ
影
響
の
さ
き

を
能
養
ひ
し
糞
も
立
根
の
糞
も
立
根
の
さ
き
に
能
く
行
渡
る
心
得
肝
要
也
。
雪

田
を
芸
時
二
（
田
ノ
草
取
ヲ
云
フ
）
草
な
く
と
も
浮
根
浮
葉
を
馬
取
り
去
る
べ

し
。
是
二
三
を
ぬ
か
す
ま
し
き
為
也
。
又
中
打
ハ
湿
り
た
る
時
打
た
ぬ
様
に
す

べ
し
。
日
と
風
と
二
あ
ひ
て
土
臼
く
干
た
る
時
＝
辺
二
て
ハ
湿
り
て
黒
き
時
四

五
辺
も
打
た
る
二
勝
る
も
の
也
。
又
細
土
を
作
物
の
根
に
能
な
ら
し
栂
野
能
栄
、

へ
、
三
二
も
痛
ま
す
旧
く
は
り
よ
く
し
て
、
風
雨
二
も
倒
れ
す
稔
り
よ
し
。

○
又
中
う
ち
ハ
、
し
め
り
た
る
時
、
必
う
つ
べ
か

ら
ず
。
日
と
風
と
に
あ
ひ
て
、
土
白
く
干
た
る
時

一
遍
う
ち
た
る
ハ
、
し
め
り
て
黒
き
時
、
四
五
遍

も
う
ち
た
る
に
勝
る
も
の
な
り
。
…
其
ゆ
へ
中
う

ち
を
さ
い
く
す
れ
バ
、
上
の
日
に
あ
た
り
た
る

細
土
底
に
入
、
う
へ
物
の
根
に
陽
気
を
加
へ
、
籾

上
な
る
か
ハ
き
た
る
、
細
土
を
以
て
ぜ
ん
ぐ
に

根
に
よ
せ
お
ほ
ひ
、
う
る
ほ
ひ
に
合
せ
ぬ
れ
バ
、

う
へ
物
さ
か
ゆ
る
事
甚
し
。
且
又
、
根
の
土
厚
け

れ
バ
旱
に
も
痛
ず
、
風
雨
に
も
た
を
れ
ず
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
九
～
九
〇
ペ
ー
ジ
）
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一
芸
事
心
あ
し
く
て
ハ
悪
し
き
。
心
を
静
に
一
し
ほ
委
敷
懇
に
す
べ
し
。
是
も
土

地
二
よ
り
植
物
夫
々
の
見
合
あ
る
べ
し
。

一
田
畠
に
袖
網
あ
り
、
土
に
肥
硯
あ
り
。
薄
く
痔
た
る
地
回
糞
を
坐
る
ハ
農
事
第

　
一
の
下
底
。
薄
田
を
慨
し
て
良
田
と
な
し
瘡
地
を
肥
地
と
な
す
事
、
五
趣
の
力

養
ひ
に
あ
ら
ざ
れ
ハ
能
ハ
ず
。
故
に
糞
壌
を
集
め
貯
る
事
を
専
に
す
べ
し
。
糞

養
を
能
用
ひ
地
力
を
託
て
作
物
二
念
を
入
ざ
れ
ハ
、
何
如
・
ぞ
秋
の
稔
あ
ら
ん
や
。

此
辺
二
て
ハ
草
肥
を
専
ら
と
す
る
事
な
か
ら
ん
。
是
も
五
六
月
旦
迄
の
草
を
第

　
一
刈
込
事
肝
要
也
。
秋
に
成
て
ハ
草
の
精
ぬ
け
て
肥
前
悪
し
く
、
惣
て
謡
曲
の

草
よ
し
。
峰
峠
の
三
姫
笹
杯
ハ
悪
し
。
夏
草
を
刈
取
る
事
ハ
自
力
又
下
人
の
働

牛
の
善
悪
に
よ
れ
り
。
三
共
近
来
ハ
下
男
に
草
刈
の
上
手
も
稀
也
（
此
段
草
刈

の
下
手
な
る
翻
弄
〈
草
も
〉
悪
し
く
無
数
、
其
上
牛
の
く
ら
直
し
方
悪
け
れ
ハ
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
レ
）

物
は
か
る
ふ
て
も
牛
に
障
り
牛
の
苦
ミ
と
な
り
、
色
々
疵
丁
付
、
一
疋
の
牛
に

て
も
多
分
損
限
に
成
事
多
し
。
喩
給
銀
少
々
余
分
二
て
も
農
功
の
下
人
を
召
抱

可
申
事
也
。
去
る
に
因
て
代
々
農
業
を
励
む
百
姓
ハ
手
つ
か
ら
牛
の
鞍
を
調

　
（
レ
）へ

、
下
人
の
遣
ふ
牛
の
鞍
迄
心
を
付
、
或
ハ
調
て
遣
手
す
。
事
事
無
手
抜
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
　
　
　
こ

（
3
9
）

…
す
べ
て
、
万
の
中
う
ち
、
芸
る
事
、
心
あ
ら
く

て
ハ
な
り
が
た
し
。
心
を
と
，
・
め
で
、
一
し
ほ
く

ハ
し
く
懇
に
す
べ
し
。
但
是
も
又
土
地
に
よ
り
う

へ
物
に
よ
り
、
そ
れ
く
の
ほ
ど
ら
い
ハ
あ
る
べ

し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
（
九
〇
ペ
ー
ジ
）

　
田
畠
に
無
量
あ
り
。
土
に
肥
硫
あ
り
。
薄
く
や

せ
た
る
地
に
、
糞
を
罵
る
ハ
、
農
事
の
、
急
務
な

り
。
薄
田
を
変
じ
て
、
良
田
と
な
し
、
癖
地
を
、

肥
地
と
な
す
事
ハ
、
こ
れ
糞
の
ち
か
ら
や
し
な
ひ

に
あ
ら
ざ
れ
ば
あ
た
ハ
ず
。
…
近
世
ハ
人
多
く
、

且
飲
食
の
つ
い
へ
か
ぎ
り
な
き
ゆ
へ
、
歳
に
か
へ
、

い
こ
へ
を
く
事
ハ
云
に
及
バ
ず
、
種
蒔
こ
と
年
中
、

段
々
う
ち
つ
．
・
き
、
間
も
な
く
、
し
げ
け
れ
バ
、

地
の
力
衰
へ
よ
ハ
り
て
、
発
生
の
気
乏
き
ゆ
へ
、

暖
潮
を
よ
く
用
ひ
、
地
力
を
助
て
常
に
さ
か
ん
に

せ
ず
ハ
、
い
か
ん
ぞ
、
秋
の
収
め
思
ふ
や
う
な
ら

ん
や
。
是
に
よ
っ
て
、
糞
壌
を
あ
つ
め
た
く
ハ
ゆ

る
、
ハ
か
り
こ
と
を
専
に
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
「
～
九
二
ペ
ー
ジ
）
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の
農
人
ハ
い
つ
ま
で
も
相
続
す
る
も
の
也
。

140

践千
早
ふ
る
神
代
に
ハ
天
の
邑
君
を
定
め
給
ひ
て
穀
物
の
・
種
を
狭
田
長
田
に
植
し

め
給
ひ
し
ょ
り
、
代
々
生
ひ
は
ひ
こ
ほ
り
て
芦
原
の
中
津
洲
も
安
国
と
豊
か
に
饒

ひ
て
外
ツ
国
に
勝
れ
て
芽
出
度
　
大
御
国
と
そ
な
れ
り
け
る
。
然
か
有
を
今
の
世

二
な
り
て
ハ
田
作
る
事
は
賎
の
男
の
業
と
な
ん
思
ひ
誤
れ
る
人
も
さ
ハ
あ
れ
と
、

久
方
の
天
か
下
の
泰
平
な
る
も
国
家
の
安
く
穏
な
る
も
皆
多
那
津
も
の
・
稔
り
ゆ

た
け
き
恵
ミ
よ
り
ぞ
起
り
た
る
事
〔
の
・
稔
り
ゆ
た
け
き
恵
ミ
よ
り
ぞ
起
り
た
る

（
マ
マ
V

事
〕
に
し
あ
れ
ば
、
世
の
中
の
人
ご
と
わ
さ
繁
き
な
る
に
も
、
殊
二
尊
ふ
と
き
ハ

此
農
の
道
二
な
ん
あ
り
け
る
。
婁
二
つ
く
し
の
国
人
宮
崎
安
貞
、
貝
原
篤
信
大
人

の
も
の
し
お
か
れ
し
文
ミ
に
も
、
春
の
田
の
耕
よ
り
秋
の
田
の
刈
穂
を
鷹
に
と
り

納
る
迄
を
つ
は
ら
に
書
あ
ら
ハ
せ
る
と
錐
も
、
其
国
所
二
よ
り
て
さ
む
さ
と
あ
た

・
か
さ
の
け
ち
め
も
柳
あ
れ
ハ
、
天
か
下
を
を
一
筋
二
も
論
ひ
か
た
く
と
な
ん
あ
り

け
る
。
此
む
ね
を
徳
山
敬
猛
主
深
く
考
へ
て
年
し
ノ
～
農
の
道
に
心
を
尽
し
身
を

は
た
か
し
め
て
、
此
里
に
能
叶
ひ
て
あ
き
の
稔
り
の
助
と
な
る
へ
き
す
へ
を
、
自

ら
心
み
知
り
て
其
趣
を
懇
ろ
に
書
あ
つ
め
て
、
子
孫
養
育
草
と
な
ん
重
て
永
く
伝

て
農
に
幸
を
得
ん
事
を
謀
ら
れ
け
る
ハ
、
い
と
し
ま
め
や
か
な
る
心
は
ヘ
ニ
な
ん
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あ
り
け
る
。
此
文
す
ら
子
孫
の
八
十
連
属
迄
も
は
ら
に
守
ら
ひ
て
農
の
道
た
に
勤

め
勤
る
も
の
に
し
あ
ら
ハ
、
一
粒
の
種
よ
り
千
稲
五
百
稲
の
お
ひ
た
ち
茂
り
て
、
年

毎
二
幸
ひ
を
得
て
朝
な
夕
な
に
飯
炊
く
姻
も
厚
く
立
続
き
て
、
新
巣
の
凝
姻
の
八

束
た
る
迄
家
富
栄
へ
な
む
事
し
る
く
そ
あ
り
け
る
。
己
敬
書
落
の
近
き
友
か
き
な

れ
ハ
其
故
を
一
件
書
添
へ
て
よ
と
求
め
ら
る
・
に
任
せ
て
、
い
な
舟
の
否
と
も
謂

ハ
す
、
愚
か
な
る
筆
を
取
る
。

文
政
十
と
せ
と
い
ふ
と
し
の
し
は
す
中
の
四
日
。
か
く
い
ふ
ハ
福
田
の
宮
二
つ
か

へ
ま
す
る
藤
原
の
重
行
。

一139　一

　
補
註
（
一
六
九
ペ
ー
ジ
）

　
本
底
本
の
こ
の
個
所
（
…
山
野
原
野
開
ら
け
荒
亡
の
地
な
く
震
巽
炊
艮
坤
の
八
の
卦
を
な
し
、
…
の
地
な
く
と
震
巽
玖
艮
坤
の

間
）
に
は
あ
き
ら
か
に
大
き
な
脱
落
が
あ
る
。
こ
の
個
所
に
つ
い
て
、
小
野
翻
刻
本
に
よ
っ
て
補
う
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

地
な
く
の
あ
と
に
つ
ぎ
が
つ
づ
く
。

耕
作
の
道
盛
な
り
、
さ
れ
ば
諸
作
多
き
中
に
分
て
稲
麦
の
偲
種
は
陰
陽
相
応
の
草
に
て
五
穀
の
中
の
長
た
り
、
客
種
の
成
熟
を
考

ふ
る
に
十
月
農
功
終
り
て
諸
搾
取
収
、
う
へ
る
も
の
あ
ら
ざ
る
に
、
望
月
麦
を
蒔
入
る
事
陽
気
地
中
に
萌
故
な
り
、
十
一
月
中
冬
至

地
雷
復
の
時
一
陽
初
て
地
上
に
起
り
早
る
頃
、
麦
ひ
と
り
生
出
、
十
二
月
地
鳥
忍
車
陽
、
正
月
地
天
泰
三
陽
、
二
月
雷
天
大
壮
四



陽
、
三
月
沢
天
夫
五
陽
如
レ
此
此
段
々
陽
気
に
つ
れ
て
成
長
し
、
四
月
乾
鳥
天
の
時
陽
極
て
熟
し
、
黒
地
乾
け
る
は
陽
な
り
、
又

蒔
う
ゆ
る
は
男
に
て
陽
の
物
着
や
し
な
ふ
に
陽
を
以
て
す
、
麦
の
愚
草
た
る
事
如
レ
斯
、
都
て
草
木
と
も
春
生
し
て
秋
収
る
に
、
麦

ば
か
り
夏
四
月
計
る
に
よ
り
て
四
月
の
異
名
を
麦
秋
と
も
い
へ
り
、
稲
は
五
月
中
夏
至
天
風
垢
の
時
一
陰
去
て
来
て
苗
を
移
し
、

六
月
天
山
遊
二
二
、
七
月
天
地
否
三
二
、
八
月
風
地
観
四
陰
、
九
月
山
地
剥
翠
陰
、
斯
の
ご
と
く
月
毎
に
一
陰
づ
・
地
下
よ
り
上

る
に
随
っ
て
生
立
、
十
月
坤
芝
地
の
時
陰
極
り
て
実
の
る
、
其
水
田
の
坤
な
る
は
陰
な
り
、
と
り
埋
る
は
女
に
て
陰
の
物
養
ひ
育

つ
る
に
陰
を
以
て
す
、
稲
の
陰
草
た
る
事
如
レ
斯
、
易
は
も
ろ
こ
し
の
帝
王
伏
義
訓
初
て
車
身
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
翻
刻
本
三
九
ニ
ペ
ー
ジ
）
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〈Materials＞

“　No－№凵@o’shisonyash　ina　igusa”

　　　　　　　　　　　　　　　by　Yoshitake Tokuyama，　1826

Haruki　Kandatsu

（
4
3
）

農
い
業
孫
疏
ぜ
な
語
草
5
竹
、

毘
式
丈
ヰ
名
清
楚
護
旧
煮
…
子
搏
・
蔦
網
婚
、
影
干
蓮
数
物
を

暑
蓮
為
り
あ
秀
暁
託
言
を
訟
磯
傷
も
ー
イ
鮎
務
硲
の
㍉

侍
を
占
す
）
虜
く
無
主
そ
歴
再
み
7
3
之
歓
養
蔽
麓
塗
睡

ユ
琴
ふ
筍
・
全
一
咬
岡
奪
全
て
崎
葛
さ
h
く
蒼
ゆ
臓
～
．

凶
夢
竃
勢
や
号
せ
一
齢
？
↓
碧
《
戯
、
逃
峨
“
・
峯
集
も
豫
ら

亨
竃
楓
咽
な
瓢
施
～
讐
遂
激
ち
を
考
あ
駐
猷
0
・
篭
廻

毎
二
三
養
母
妄
痢
灘
副
肝
裟
管
免
幡
艦
寸
婁
セ
面
恥
し

み
一
号
乙
δ
庵
欠
つ
疹
ゑ
辱
、
磨
く
粍
｝
ぷ
の
⑤
ち
偉

噺
（
・
高
め
若
＄
一
蓋
防
ヰ
“
突
幡
」
腰
嗜
噛
呈
り
喧
四
々

両
の
為
色
靴
壱
魯
乙
飽
》
あ
ス
モ
哲
号
島
醜
γ
男
・
為

ギ
を
一
達
六
亀
5
〕
一
》
り
隊
キ
．
㌃
う
駒
蹴
誓
讐
て
者
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